
７
平成２６年（２０１４）

６２８

美しい所作を通して学ぶのは…
　他人を思いやり、感謝する心
　　　　( みほ文化講座「裏千家茶道」にて )

美しい所作を通して学ぶのは…
　他人を思いやり、感謝する心
　　　　( みほ文化講座「裏千家茶道」にて )

協賛：非核平和美浦村宣言推進協議会

【開催場所】美浦村中央公民館２階視聴覚室

【題材】峠三吉作「原爆詩集」から
　　　　特攻隊遺書・遺稿から　　他

【参加料】無料

【定員】４０名　※事前申込みは不要です。

主催：美浦の女性活動を未来に繋ぐ会「結」
《問合せ》代表山岡　☎８８５－０６２７

開催日時：８月９日（土）午前１０時 ～ 正午　朗読：加奈氏

　私たちは今、当たり前のように平和の中で暮らしていますが、世界に目を向け
ると今でも戦争・紛争・騒乱等の中で必死に生きる人々がたくさんいます。
　この夏、平和というものの尊さを、朗読会を通して噛みしめてみませんか。

非核平和のイベントを実施します非核平和のイベントを実施します

平和を願う朗読会
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後
期
高
齢
者
医
療
制
度
の
保
険
証
の
有

効
期
限
は
、
毎
年
７
月
３１
日
ま
で
と
な
っ

て
い
る
こ
と
か
ら
、
７
月
下
旬
ま
で
に
新

し
い
保
険
証
を
簡
易
書
留
で
郵
送
し
ま
す
。

　

有
効
期
限
を
過
ぎ
た
古
い
保
険
証
は
、

切
り
刻
む
等
し
て
各
家
庭
の
責
任
で
処
分

し
て
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
の
保
険

料
に
未
納
が
あ
り
ま
す
と
、
今
回
お
送
り

す
る
新
し
い
保
険
証
の
有
効
期
限
が
短
く

な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
保
険
料
の

納
め
忘
れ
に
は
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　

医
療
機
関
で
の
医
療
費
に
つ
い
て
、
後

期
高
齢
者
医
療
制
度
の
加
入
者
自
身
が
負

担
す
る
割
合（
自
己
負
担
割
合
）は
「
１
割
」

ま
た
は「
３
割
」と
な
り
ま
す
。

　

こ
の
自
己
負
担
割
合
は
、
前
年
の
所
得

を
元
に
判
定
さ
れ
、
８
月
１
日
か
ら
１
年

間
の
自
己
負
担
割
合
が
決
定
し
ま
す
。

　

今
回
お
送
り
す
る
保
険
証
に
は
、
新
た

に
判
定
さ
れ
た
自
己
負
担
割
合
が
表
示
さ

れ
て
い
ま
す
。

　

な
お
、
自
己
負
担
割
合
の
判
定
は
原
則

と
し
て
年
１
回
行
い
ま
す
が
、
世
帯
構
成

に
変
更
が
あ
っ
た
場
合
等
は
、
再
度
判
定

を
行
い
ま
す
。
再
判
定
に
よ
っ
て
自
己
負

担
割
合
が
変
わ
っ
た
場
合
は
、
変
更
後
の

保
険
証
を
郵
送
し
ま
す
。

　

同
一
世
帯
内
の
後
期
高
齢
者
医
療
制
度

の
被
保
険
者
全
員
に
つ
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ

の
住
民
税
課
税
所
得
が
１
４
５
万
円
未
満

の
場
合
は
、
そ
の
世
帯
内
の
す
べ
て
の
被

保
険
者
が「
１
割
」と
な
り
、
ど
な
た
か
一

人
で
も
１
４
５
万
円
以
上
の
方
が
い
る
と

き
は
、
そ
の
世
帯
内
の
す
べ
て
の
被
保
険

者
が「
３
割
」に
な
り
ま
す
。

②
収
入
に
よ
る
判
定

　

①
の
住
民
税
課
税
所
得
に
よ
る
判
定
で

３
割
負
担
と
判
定
さ
れ
た
場
合
で
も
、
次

の
い
ず
れ
か
の
要
件
を
満
た
す
場
合
は
、

役
場
国
保
年
金
課
に
申
請
を
す
る
こ
と
に

よ
り
、
１
割
負
担
と
な
り
ま
す
。

　

対
象
と
な
る
方
に
は
通
知
を
お
送
り
し

ま
す
の
で
、
詳
細
に
つ
い
て
は
そ
ち
ら
を

ご
確
認
く
だ
さ
い
。

･
同
一
世
帯
の
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
の

　

被
保
険
者
が
１
人
で
、
被
保
険
者
本
人

　

の
収
入
が
３
８
３
万
円
未
満

･
同
一
世
帯
の
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
の

　

被
保
険
者
が
２
人
以
上
で
、
被
保
険
者

　

の
収
入
の
合
計
が
５
２
０
万
円
未
満

･
同
一
世
帯
の
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
の

　

被
保
険
者
が
１
人
で
、
な
お
か
つ
同
じ

　

世
帯
に
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
の
被
保

　

険
者
で
な
い
７０
歳
以
上
の
方
が
い
て
、

　

当
該
該
当
者
の
収
入
の
合
計
が
５
２
０

　

万
円
未
満

　

同
一
世
帯
の
方
全
員
が
住
民
税
非
課
税

の
場
合
、
役
場
国
保
年
金
課
に
申
請
を
す

る
こ
と
に
よ
り
「
後
期
高
齢
者
医
療
限
度

額
適
用
･
標
準
負
担
額
減
額
認
定
証
」
が

交
付
さ
れ
ま
す
。
こ
の
認
定
証
を
入
院
す

る
際
に
医
療
機
関
の
窓
口
で
提
示
す
る
と
、

医
療
費
の
一
カ
月
の
自
己
負
担
限
度
額
と

入
院
時
の
食
事
代
が
減
額
さ
れ
ま
す
。

　

申
請
を
し
た
月
の
初
日
か
ら
適
用
さ
れ
、

８
月
に
す
べ
て
の
認
定
証
が
更
新
と
な
り

ま
す
。
現
在
認
定
証
を
所
有
さ
れ
、
８
月

以
降
も
引
き
続
き
要
件
を
満
た
す
方
に
は
、

新
し
い
認
定
証
を
保
険
証
と
一
緒
に
郵
送

し
ま
す（
手
続
不
要
）。
ま
た
、
新
た
に
要

件
を
満
た
す
方
に
は
郵
送
等
に
て
通
知
を

お
送
り
し
ま
す
の
で
、
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

※
住
民
税
課
税
所
得
と
は
、
前
年
の
所
得

　

か
ら
、
基
礎
控
除
･
扶
養
控
除
･
社
会

　

保
険
料
控
除
等
の
諸
控
除
を
差
し
引
い

　

た
金
額
を
い
い
ま
す
。

被
保
険
者
証（
保
険
証
）の
更
新
と

　
　
　

保
険
料
の
算
定
・
納
め
方
の
お
知
ら
せ

　
　
　

保
険
料
の
算
定
・
納
め
方
の
お
知
ら
せ

後
期
高
齢
者
医
療
制
度（
長
寿
医
療
制
度
）の

医
療
機
関
で
の

　
　

医
療
費
の
自
己
負
担
割
合

医
療
機
関
で
の

　
　

医
療
費
の
自
己
負
担
割
合

限
度
額
適
用
・
標
準
負
担
額

　
　
　
　

減
額
認
定
証
の
更
新

限
度
額
適
用
・
標
準
負
担
額

　
　
　
　

減
額
認
定
証
の
更
新

保
険
証
の
更
新
に
つ
い
て

①
住
民
税
課
税
所
得
に
基
づ
く
世
帯
ご
と

　

の
自
己
負
担
割
合
の
判
定
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保
険
料
の
軽
減
措
置

保
険
料
の
納
付
相
談
に
つ
い
て
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被
保
険
者
証（
保
険
証
）の
更
新
と

　
　
　

保
険
料
の
算
定
・
納
め
方
の
お
知
ら
せ

医
療
機
関
で
の

　
　

医
療
費
の
自
己
負
担
割
合

限
度
額
適
用
・
標
準
負
担
額

　
　
　
　

減
額
認
定
証
の
更
新
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個
人
ご
と
に
算
定
さ
れ
る
後
期
高
齢
者

医
療
制
度
の
保
険
料
は
、
被
保
険
者
が
ひ

と
し
く
負
担
す
る「
均
等
割
」と
、
所
得
に

応
じ
て
計
算
さ
れ
る「
所
得
割
」の
合
計
と

な
り
ま
す
。

　

保
険
料
率
等
は
茨
城
県
内
一
律
で
２
年

ご
と
に
見
直
し
が
行
わ
れ
ま
す
。
平
成
２６

・
２７
年
度
の
保
険
料
率
等
は
、
前
２
年
度

か
ら
の
据
え
置
き
と
な
り
ま
し
た
。

▼
均
等
割　

定
額
３
万
９
５
０
０
円

▼
所
得
割　

総
所
得
金
額
等
か
ら
基
礎
控

　

除
の
３３
万
円
を
引
い
た
額
に
所
得
割
率

　

を
掛
け
た
額

◇
所
得
割
率　

８
･
０
０
％

▼
賦
課
限
度
額
（
年
額
）　

５７
万
円
（
ど
ん

　

な
に
所
得
が
高
い
方
で
も
、
保
険
料
の

　

上
限
は
年
額
５７
万
円
と
な
り
ま
す
）

▼
所
得
に
か
か
る
軽
減
措
置
（
均
等
割
）

　

同
一
世
帯
内
の
後
期
高
齢
者
医
療
制
度

の
被
保
険
者
と
世
帯
主
（
後
期
高
齢
者
医

療
制
度
の
被
保
険
者
で
な
い
場
合
で
も
対

象
）
の
総
所
得
金
額
等
の
合
計
額
が
、
次

の
基
準
額
を
超
え
な
い
場
合
、
均
等
割
が

軽
減
さ
れ
ま
す
。

・
３３
万
円
以
下
で
な
お
か
つ
、
同
一
世
帯

　

内
の
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
の
被
保
険

　

者
全
員
が
そ
れ
ぞ
れ
年
金
収
入
８０
万
円

　

以
下
で
あ
っ
て
、
そ
の
他
の
所
得
が
な

　

い
場
合　

９
割
軽
減

・
３３
万
円
以
下　

８
・
５
割
軽
減

・
３３
万
円
＋
（
２４
万
５
千
円
×
被
保
険
者

　

数
）
以
下　

５
割
軽
減

・
３３
万
円
＋
（
４５
万
円
×
被
保
険
者
数
）

　

以
下　

２
割
軽
減

▼
所
得
に
か
か
る
軽
減
措
置
（
所
得
割
）

　

所
得
割
が
算
出
さ
れ
る
方
で
、
総
所
得

金
額
等
か
ら
基
礎
控
除（
３３
万
円
）を
引
い

た
額
が
５８
万
円
以
下
の
方
は
、
所
得
割
が

５
割
軽
減
さ
れ
ま
す
。

　

被
用
者
保
険
の
被
扶
養
者
と
し
て
保
険

料
を
負
担
し
て
い
な
か
っ
た
方
の
保
険
料

は
、
所
得
割
が
か
か
ら
ず
均
等
割
の
み
と

な
り
、
こ
の
均
等
割
も
９
割
が
軽
減
さ
れ

ま
す
。
こ
の
こ
と
に
よ
り
、
年
間
の
保
険

料
は
３
９
０
０
円
と
な
り
ま
す
。

◇
対
象
と
な
る
方　

後
期
高
齢
者
医
療
制

　

度
の
資
格
取
得
日
の
前
日
に
お
い
て
、

　

被
用
者
保
険
の
被
扶
養
者
で
あ
っ
た
方

　

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
の
保
険
料
の
納

め
方
に
は
、
年
金
か
ら
の
天
引
き
に
よ
る

特
別
徴
収
と
、
納
付
書
や
口
座
振
替
等
に

よ
り
本
人
が
直
接
納
め
て
い
た
だ
く
普
通

徴
収
が
あ
り
ま
す
。
原
則
と
し
て
特
別
徴

収
と
な
り
ま
す
が
、
次
の
い
ず
れ
か
に
該

当
す
る
方
は
普
通
徴
収
と
な
り
ま
す
。

･
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
の
保
険
料
と
介

　

護
保
険
料
の
合
計
額
が
年
金
額
の
２
分

　

の
１
を
超
え
る
方
、
ま
た
は
受
給
し
て

　

い
る
年
金
が
年
額
１８
万
円
未
満
の
方

･
年
度
途
中
で
「
後
期
高
齢
者
医
療
制
度

　

に
加
入
し
た
方
」、「
他
市
町
村
か
ら
転

　

入
さ
れ
た
方
」

･
保
険
料
の
額
が
変
更
に
な
っ
た
方

▼
特
別
徴
収
の
納
期　

４
･
６
･
８
･
１０

　

･
１２
･
２
月
の
偶
数
月
と
な
り
ま
す
。

　

月
ご
と
に
支
給
さ
れ
る
年
金
か
ら
保
険

　

料
が
天
引
き
さ
れ
「
そ
の
年
の
１０
･
１２

　

月
、
翌
年
の
２
･
４
･
６
･
８
月
」
の

　

保
険
料
が
８
月
上
旬
に
通
知
さ
れ
ま
す
。

▼
普
通
徴
収
の
納
期　

７
･
８
･
９
･
１０

　

･
１１
･
１２
･
１
･
２
月
の
年
８
回
で
す
。

　

納
付
書
は
原
則
年
１
回
、
７
月
中
旬
に

　

送
付
し
ま
す
。

　

災
害
や
失
業
等
の
事
情
に
よ
り
、
保
険

料
の
納
付
が
困
難
な
と
き
は
、
お
早
め
に

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
特
別
徴
収
の
対
象
者
で
も
、
申

出
に
よ
り
口
座
振
替
に
よ
る
普
通
徴
収
で

納
付
い
た
だ
く
こ
と
が
可
能
で
す
。
口
座

振
替
を
す
る
預
貯
金
通
帳
、
金
融
機
関
の

届
出
印
、
保
険
証
を
ご
用
意
の
う
え
、
役

場
国
保
年
金
課
ま
で
お
申
出
く
だ
さ
い
。

▼
保
険
料
の
滞
納
を
続
け
て
い
る
と
…

　

災
害
等
の
特
別
な
事
情
が
な
い
の
に
も

か
か
わ
ら
ず
、
保
険
料
を
滞
納
し
続
け
た

り
、
納
付
相
談
に
も
応
じ
な
い
方
に
は
、

有
効
期
間
の
短
い
保
険
証
が
交
付
さ
れ
ま

す
。

◇
問
合
せ　

◎
保
険
料
の
改
定
･
算
定
に
つ
い
て

　

茨
城
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
事

　

業
管
理
課
☎
０
２
９

－

３
０
９

－

１
２

　

１
３

◎
保
険
料
の
納
付
に
つ
い
て

　

役
場
国
保
年
金
課
☎
８
８
５

－

０
３
４

　

０
内
線
１
１
６

※
複
数
の
年
金
を
受
給
し
て
い
る
場
合
で

　

判
定
の
対
象
と
な
る
年
金
は
、
介
護
保

　

険
料
が
天
引
き
さ
れ
て
い
る
年
金
と
な

　

り
ま
す
。

※
国
民
健
康
保
険
ま
た
は
国
民
健
康
保
険

　

組
合
の
加
入
者
で
あ
っ
た
方
は
、
該
当

　

し
ま
せ
ん
。

※
６５
歳
以
上
の
方
の
公
的
年
金
所
得
に
つ

　

い
て
は
、「
公
的
年
金
の
収
入
額
」
ー
「
公

　

的
年
金
控
除
」ー「
１５
万
円
」
を
差
し
引

　

い
て
軽
減
措
置
の
判
定
を
し
ま
す
。（
遺

　

族
年
金
や
障
害
年
金
は
収
入
に
は
含
ま

　

れ
ま
せ
ん
）

後期高齢者医 療 制 度 （ 長 寿 医療制度）

▼
会
社
の
健
康
保
険
等
の
被
用
者
保
険
の

　

被
扶
養
者
で
あ
っ
た
方
へ
の
軽
減

保
険
料
の
軽
減
措
置

保
険
料
の
軽
減
措
置

保
険
料
の
納
付
相
談
に
つ
い
て

保
険
料
の
納
付
相
談
に
つ
い
て

保
険
料
の
納
め
方

※
総
所
得
金
額
等
と
は
、「
年
金
収
入

－
公

　

的
年
金
控
除
」、「
給
与
収
入

－
給
与
所

　

得
控
除
」、「
事
業
収
入

－
必
要
経
費
」
等

　

で
各
種
所
得
控
除
前
の
額
お
よ
び
退
職

　

所
得
以
外
の
分
離
課
税
所
得
（
譲
渡
所

　

得
等
）
の
特
別
控
除
後
の
額
で
す
。

保
険
料
の
算
定

････････････
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美
浦
村
自
立
支
援
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
　
　
　
　

ホ
ー
プ
開
所
式

美
浦
村
自
立
支
援
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
　
　
　
　

ホ
ー
プ
開
所
式 地域の話題をお待ちしています

（広報係☎８８５－０３４０内線２０５）

題
ら

の

話
む

　５月２４日・２５日の２日間、中央公民館において
村文化協会（菅原貞季会長）主催による「第３１回
美浦村文化協会春の発表会」が盛大に開催されま
した。
　当日、館内には至るところに写真や油絵、書道、
絵手紙、お花、盆栽、俚謡、俳句、陶芸等の工芸
品が展示され、人々の目を楽しませていました。
　また、舞台発表では民謡や詩吟、カラオケ、バ
レエ、舞踊、フラダンス、社交ダンス、和太鼓等、
日頃の活動の成果が披露され、大ホールいっぱい
に拍手が鳴り響いていました。

文化協会「春の発表会」開催文化協会「春の発表会」開催

　このたび、平成２６年春の叙勲において吉田賢治
さん（見晴台）が瑞宝双光章を受章されました。
　５月１４日に東京プリンスホテル（東京都港区）で
行われた伝達式にはご夫婦で出席、勲章を受章さ
れ、その後皇居を訪問されました。
　吉田さんは、郵便局長やかんぽの宿総支配人を
勤められる等都内全域の１３カ所で勤務され、郵政
事業への貢献が評価されての受章に、「先輩、上司
そして同僚に恵まれて仕事をすることができまし
た。仕事に専念できたのは、なにより妻の支えが
あってこそです。受章は大変うれしく思います。」
とその喜びを語ってくださいました。
　吉田さんは、美浦村に住まいを移されてからも、
その指導力で村や地域に貢献されており、区長会
長や心配ごと相談員等を歴任されたほか、現在も
青少年相談員や政治倫理審査会委員としてご活躍
くださっています。釣りや健康麻雀、水彩画等と
多彩な趣味もお持ちの吉田さん。このたびの受章、
おめでとうございます。

　

こ
の
た
び
、「
美
浦
村
自
立
支
援
セ
ン
タ
ー
ホ
ー
プ
」
が

完
成
、
６
月
２
日
に
同
施
設
で
開
所
式
が
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

「
ホ
ー
プ
」は
、
平
成
２
年
１０
月
に
「
地
域
活
動
支
援
セ

ン
タ
ー
」
と
し
て
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
内
に
開
設
。
以
来

障
が
い
の
あ
る
方
々
の
生
産
活
動
や
社
会
適
応
訓
練
を
し

て
き
ま
し
た
が
、
利
用
者
の
増
加
や
社
会
の
状
況
・
ニ
ー

ズ
の
変
化
に
対
応
し
、
よ
り
一
層
の

効
果
的
な
事
業
展
開
を
図
る
こ
と
を

目
的
に
、「
自
立
支
援
セ
ン
タ
ー
」
と

し
て
新
た
に
建
設
さ
れ
た
も
の
で
す
。

　

今
後
、「
就
労
継
続
支
援
Ｂ
型
」

の
事
業
所
と
し
て
、
利
用
者
の
自
立

的
生
活
の
援
助
や
心
身
機
能
・
社
会

適
応
の
向
上
の
訓
練
が
、
よ
り
安
全

で
効
果
的
に
行
わ
れ
て
い
き
ま
す
。

　

開
所
式
に
は
現
在
「
ホ
ー
プ
」
を

利
用
さ
れ
て
い
る
皆
さ
ん
も
参
列
さ

れ
、
新
し
い
活
動
の
場
を
目
の
当
た

り
に
し
て
笑
顔
が
溢
れ
て
い
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
の
活
動
や
訓
練
、
頑
張
っ

て
く
だ
さ
い
。

▼

ス
テ
ー
ジ
の
部

▼

展
示
の
部

吉田賢治氏
　　「瑞宝双光章」受章
吉田賢治氏
　　「瑞宝双光章」受章
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お知らせ
　６月１４日、村教育委員会主催のふれあいハイキ
ングが開催され、当日参加された４２名の皆さんは、
栃木県栃木市の「みかも山公園」とそれに隣接し
ている「とちぎ花センター」を訪れました。
　みかも山公園は、万葉集にも詠まれている三毳
山の一部を利用した栃木県最大の都市公園です。
標高約２３０メートルの地形にさまざまな山野草が
自生しており、花の百名山にも選定されています。
とちぎ花センターは、温室内で熱帯地方の草花を
見ることができ、広場には約１４００㎡の面積を誇る
大花壇が設置されています。
　当日は天候に恵まれ快晴となり、参加者の皆さ
んは広葉樹林の木漏れ日を浴びつつ、深緑の豊か
な自然を満喫されていました。

第３２回地区対抗
混合バレーボール大会
第３２回地区対抗

混合バレーボール大会
６/１０～１３　農林漁業者トレーニングセンター

優　勝　下舟子
準優勝　宿・浜
第３位　大谷

最優秀選手　中野美樹さん
優 秀 選 手　加藤杏子さん

ふれあいハイキング開催ふれあいハイキング開催

　６月１８日、おかだいらゴルフリンクスにおいて、
第３２回美浦村民ゴルフ大会が開催されました。
　今大会には６８名の方が参加され、選手の皆さん
は日頃鍛えた自慢の腕を競い合いました。
　また、ワンオン募金として１万７７１円が村社会
福祉協議会へ寄託されました。

第３２回美浦村民ゴルフ大会第３２回美浦村民ゴルフ大会

【村民ゴルフに協賛をいただいた方々】

㈱アサヒビジネス、井上造園㈱、共進測量設計㈱、

さくら自動車㈱、おかだいらゴルフリンクス、㈲篠

田工務店、㈱こわたり、スガノ農機㈱、誠和工業㈱

美浦工場、トーヤク㈱美浦工場、㈲ホースシューイ

ング志賀、細谷建設工業㈱、㈱水戸京成百貨店、松

浦建設㈱、美浦ゴルフ練習場、㈲森利スポーツ、和

宏体育施設㈱、㈱ユニフード
《順不同・敬称略》

▼

総
合
の
部
優
勝
の
高
野
進
さ
ん

【大会結果】

　総 合 の 部　優　勝　高野進（大谷）

　　　　　　　準優勝　武田昇（牛込）

　　　　　　　第３位　黒田孝能（信太）

　女 子 の 部　優　勝　町田優実子（美駒）

　　　　　　　準優勝　高橋すみ江（美浦中央病院）

　　　　　　　第３位　堀由美子（下舟子）

　ベストグロス賞　　　黒田孝能（信太）

《敬称略》

地区対抗ソフトボール大会地区対抗ソフトボール大会
６/１　光と風の丘公園

優　勝　下舟子
準優勝　大山
第３位　大須賀津

※１０地区参加、予選は５チームずつのリーグ戦。
　上位１位同士で決勝、２位同士で３位決定戦。

み か も

この季節、体を動かすときは

定期的な水分補給を忘れずに！

この季節、体を動かすときは

定期的な水分補給を忘れずに！

この季節、体を動かすときは

定期的な水分補給を忘れずに！
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ヌーヴォレコルト号「第７５回優駿牝馬（オークス）」「第７５回優駿牝馬（オークス）」

おめでとう　美浦所属馬　　　　　制覇！おめでとう　美浦所属馬　　　　　制覇！ＧⅠＧⅠ祝

　５月２５日、東京競馬場（２４００ｍ芝コース）で行われ
た第７５回優駿牝馬（オークス）において、美浦トレ
ーニング・センター斎藤誠厩舎所属のヌーヴォレコ
ルト号が優勝しました。
　タイミング良くスタートを決めた後、レースの流
れを様子見ながら集団の中ほどに位置したヌーヴォ
レコルト号。順位をキープしたまま最終コーナーに
入ると徐々に先行する馬との差を縮めていき、ゴー
ル前の直線で一気にスパート。先頭に立ったヌーヴ
ォレコルト号は追いすがる後続のライバル達の先行
を許さず見事に優勝。その実力を証明しました。
　斎藤調教師は、ヌーヴォレコルト号について「よ
く食べてよく眠り、手のかからない優秀で優しい仔
です。環境の変化にも動じるところがありません。
調教も思い通りできました。普段はレースを見ても
声を出して応援したりしない方ですが、ゴール前で
は思わず声を上げ、勝ったときはガッツポーズをし
てしまいました。騎手の方がこちらの意をすべて表
現してくれました。納得のいくレース展開で勝てた
のがうれしいです。」と語ってくれました。
　激戦を制して３歳牝馬の頂点に輝いたヌーヴォレ
コルト号は、秋のレースに向けて放牧中だそうです。
ゆっくり休んで、また元気な姿を見せてください。

※ヌーヴォレコルト号の厩務を担当されている方が出張されて
　いたため、斎藤誠調教師が対応してくださいました。ありが
　とうございました。

斎藤 誠 調教師

◎実施日　８月１０日（日）～８月１１日（月）

◎行き先　茨城県立中央青年の家（土浦市）
　　　　　※他予定あり

◎募集対象　村内の小学４年生～６年生

◎募集定員　３０名＊定員になり次第締め切り

◎参加費　５，０００円（宿泊・食事代込み）

◎申込受付期間　７月１５日（火）～２５日（金）

◎申込方法　申込書に必須事項を記入のうえ、
　参加費を添えて申込受付期間内にお申込み
　ください。

◎申込書の受領・提出先　申込書は、どちら
　の児童館でも受領・提出できます。

◎問合せ先　大谷時計台児童館☎８８５－０５９７
　　　　　　木原城山児童館☎８８５－１０６４

【受験資格】

▼警察官Ａ　昭和６０年４月２日以降に生まれた
　人で、学校教育法による大学（短期大学を除
　く）を卒業した人または平成２７年３月３１日ま
　でに卒業見込みの人または人事委員会がこれ
　と同等と認める人

▼警察官Ｂ　昭和６０年４月２日から平成９年４
　月１日までに生まれた人で、警察官Ａの受検
　資格（学歴部分）に該当しない人

【受付期間】　郵送・持参の場合：７月１日（火）
　～８月１９日（火）（郵送は消印有効）、インター
　ネット（電子申請）の場合：７月１日（火）午前
　９時～８月１９日（火）午後５時（受信有効）

【問合せ先】　
　稲敷警察署警務課☎０２９－８９３－０１１０
　採用フリーダイヤル☎０１２０－３１４０５８

警察官採用試験（第２回）
　　　　　を実施します
警察官採用試験（第２回）
　　　　　を実施します

児童館宿泊体験遠足
　　～参加者募集～
児童館宿泊体験遠足
　　～参加者募集～

子育て
ワンポイント

要予約

ぴよ

発達相談（子育てや発達に関する相談）

ぴよぴよサロン＆プレママサロンでは、
毎月一度、保健師、助産師、栄養士さ
んによる個別の「育児相談（　）」を行
っています。（通常の自由遊びもあり）

開催時間内
出入り自由

予約必要なし

乳幼児の虫刺され
　 対処＆予防法

　乳幼児は虫刺されに対して免疫が少ない為、大人
より症状が強く出ます。また、１～２日後に腫れが
酷くなる場合もあるので、経過を観察しましょう。

　刺されたらすぐに患部を水洗いし冷やしてから、
かゆみ止めを塗ります。また、患部を掻き壊さない
よう、常に乳幼児の爪を短く切っておきます。水泡
ができるほど腫れたり、患部がいつまでも赤く固い
場合は病院で受診しましょう。

　蚊のいそうな場所に外出する際は、ゆとりのある
薄手の長袖・長ズボンを着せます（ぴったりしてい
ると服の上から刺されることも）。虫除けは、スプレ
ータイプのものだと乳幼児が吸い込む恐れがあるの
で、塗るタイプのもの等を活用するとよいでしょう。

　

蚊の季節です

対処法　　　　　　　　　　刺されてしまった！

予防法　　　　　　　　朝や夕方が刺されやすい

対処法　　　　　　　　　　刺されてしまった！

予防法　　　　　　　　朝や夕方が刺されやすい
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７
月
は

「
熱
中
症
予
防
強
化
月
間
」

　
　
　
　
　
　
　
　

で
す

夏の「電気の上手な使い方」

　日頃より節電へのご理解とご協力をいただき、厚くお礼申し上げます。
　今夏については、お客さまにご協力いただいている節電の効果などにより、電気
の安定供給を確保できる見通しです。お客さまにおかれましては、引き続き無理の
ない範囲で節電へのご協力をお願いいたします。

◇お問合せ先　東京電力茨城カスタマーセンター☎０１２０－９９５－３３２
　　　　　　　受付時間：月～土曜日・午前９時～午後５時（休祝日を除く）

東京電力株式会社から皆さまへ

ビル・工場などのお客さまへビル・工場などのお客さまへ

ご家庭のお客さまへご家庭のお客さまへ

□　設定温度の調整を □　使用していないエリアは消灯を

□　照明の取り換え時には省エネ型を

□　電源設定の見直しを

□　設定温度の再確認を

□　扉の開閉は短く、少なく

□　できるだけ放熱スペースを

□　電球の取り換え時には
　　省エネ性の高いランプに

□　調光機能を使う

毎月の電気ご使用量と料金をはじめ、お客さまのライフスタイルに
合った料金メニューや省エネなどのアドバイスをインターネットで
簡単にご確認いただけるサービスです（登録無料）。

◎　毎月の電気のご使用量と料金をグラフでチェックできる！

◎　ライフスタイルに合ったスマートで快適な電気の使い方がわかる！

◎　料金メニュー選びに役立つ試算ができる！

◎　口座振替やカード払いの申込書の取り寄せができる！

冷蔵庫

エアコン

パソコン

照　明

空　調 照　明

《お申込みはこちらから》東京電力ホームページ「でんき家計簿」http://www.tepco.co.jp/kakeibo/

□　設定温度の調整を適温に

□　フィルターの掃除はこまめに

□　ブラインドや緑のカーテンなどで日射の進入をカット

□　風向きは上向きに　

でんき家計簿でんき家計簿でんき家計簿

電気ご使用量を知って省エネについて考えてみませんか？
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広
く
公
益
を
増
進
す
る
村
民
自

身
が
提
案
･
実
施
す
る
事
業
で
、

村
の
施
策
に
合
致
し
、
行
政
に
代

わ
っ
て
そ
の
目
的
を
果
た
す
こ
と

が
確
実
に
見
込
ま
れ
る
事
業
。

　

他
の
村
補
助
金
を
受
け
て
い
な

い
団
体
で
、
次
の
全
て
の
要
件
を

満
た
す
団
体
。

･
政
治
活
動
や
宗
教
活
動
を
目
的

　

と
し
な
い
非
営
利
団
体

･
村
内
在
住
者
が
５
人
以
上
在
籍

　

し
て
い
る
団
体

･
活
動
拠
点
の
事
務
所
の
所
在
地

　

が
村
内
に
あ
る
団
体

･
一
団
体
１
年
間
。（
内
容
に
よ
り

　

最
長
３
年
間
ま
で
継
続
可
能
）

　

上
限
を
３０
万
円
に
活
動
事
業
費

の
２
分
の
１
（
３
年
目
は
上
限
１０

万
円
）。
た
だ
し
、
次
の
経
費
は
補

助
の
対
象
か
ら
除
外
さ
れ
ま
す
。

①
社
会
通
念
上
、
自
己
負
担
ま
た

　

は
会
費
で
賄
う
べ
き
も
の
お
よ

　

び
公
金
支
出
に
そ
ぐ
わ
な
い
経

　

費　

上
位
団
体
負
担
金
、
交
際

　

費
、
視
察
研
修
経
費
（
交
通
費

　

を
除
く
）、慶
弔
費
、
飲
食
費
、

　

懇
親
会
費
等

②
団
体
で
雇
用
す
る
職
員
の
人
件

　

費　

補
助
金
の
趣
旨
か
ら
、
そ

　

の
団
体
の
事
務
は
団
体
自
ら
が

　

行
っ
て
く
だ
さ
い
。

　

募
集
期
間
内
に
「
美
浦
村
補
助

金
等
公
募
申
請
書
（
役
場
企
画
財

政
課
で
配
布
し
ま
す
。
村
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
す
る

こ
と
も
で
き
ま
す
）」
を
役
場
企
画

財
政
課
に
直
接
提
出
（
持
参
）
し
て

く
だ
さ
い
。（
事
業
の
内
容
等
に
よ

っ
て
は
他
の
書
類
が
必
要
と
な
る

場
合
が
あ
り
ま
す
）

＊
募
集
期
間　

８
月
１
日（
金
）〜

　

８
月
２９
日（
金
）（
受
付
は
土
･

　

日
曜
日
を
除
く
午
前
８
時
３０
分

　

〜
午
後
５
時
）

　

村
長
は
、
補
助
金
検
討
委
員
会

で
審
査
し
た
内
容
を
勘
案
し
、
採

択
･
不
採
択
を
決
定
し
ま
す
。
な

お
、
採
択
さ
れ
た
補
助
事
業
に
つ

い
て
は
、
事
業
の
内
容
、
申
請
団

体
名
、
補
助
金
の
額
等
を
広
報
み

ほ
等
で
公
表
し
ま
す
。

◇
問
合
せ　

役
場
企
画
財
政
課
☎

　

８
８
５

－

０
３
４
０
内
線
２
０
８

補
助
金
交
付
の
決
定

補
助
金
交
付
の
決
定

補
助
で
き
る
金
額

補
助
で
き
る
金
額

交
付
で
き
る
期
間

交
付
で
き
る
期
間

対
象
と
な
る
団
体

対
象
と
な
る
団
体

対
象
と
な
る
事
業

対
象
と
な
る
事
業

応
募
方
法

応
募
方
法

平
成
２７
年
度
の
補
助
金
交
付

事
業
を
募
集
し
ま
す

平
成
２７
年
度
の
補
助
金
交
付

事
業
を
募
集
し
ま
す

平
成
２７
年
度
の
補
助
金
交
付

事
業
を
募
集
し
ま
す

▼
村
民
の
皆
さ
ん
に
よ
る
村
づ
く
り
活
動
を
応
援
！

▼
村
民
の
皆
さ
ん
に
よ
る
村
づ
く
り
活
動
を
応
援
！

▼
村
民
の
皆
さ
ん
に
よ
る
村
づ
く
り
活
動
を
応
援
！

　

村
で
は
、
様
々
な
分
野
で
活
躍
す
る
「
村
民
の
皆
さ
ん
に
よ
る
村

づ
く
り
活
動
」
を
応
援
す
る
た
め
、「
公
募
制
度
」
に
よ
り
補
助
金
を

交
付
し
て
い
ま
す
。
そ
こ
で
、
来
年
度
（
平
成
２７
年
度
）
の
補
助
金

交
付
を
希
望
す
る
団
体
を
、
次
の
と
お
り
募
集
し
ま
す
。

※
補
助
金
交
付
の
申
請
は
、
年
度
ご
と
に
新
た
に
申
請
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

継
続
事
業
で
あ
っ
た
り
補
助
金
交
付
を
す
で
に
受
け
て
い
る
団
体
で
あ
っ

　

て
も
、
指
定
期
間
内
に
申
請
が
な
い
場
合
は
、
補
助
金
交
付
の
希
望
な
し

　

の
取
扱
い
と
な
り
ま
す
の
で
、
申
請
手
続
き
漏
れ
に
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

住宅リフォーム費用の一部を助成します住宅リフォーム費用の一部を助成します住宅リフォーム費用の一部を助成します

　お問合せ　役場都市建設課☎８８５－０３４０内線２２２・２２３

　村では、昨年度に引き続き地域経済の振興を目的として、美浦村にお住まいの方が村内の施工業
者により住宅リフォーム工事を行った場合、その費用の一部を補助しています（予算がなくなり次
第受付終了）。必ず工事着工前に申請してください。既に工事が済んだ後の申請は対象となりません。

◎対象者　補助を受けようとしている住宅に継続して３年以上住民登録をしている方で、自身が村
内に所有する個人住宅、併用住宅等の補助対象リフォーム工事を村内の施工業者により行った方。
（村で実施している他の補助制度を利用された方は除く）

◎補助対象リフォーム工事　村内施行業者による工事費が１０万円以上（消費税別）の修繕、増改築、
　模様替え、その他住宅の機能の維持・向上のために行う補修・改良工事
※ただし、車庫、塀工事や屋根の葺き替え、既存床面積の２分の１
　を超える増改築工事、機器類および建具のみの設置・交換工事、
　ソーラーパネルの新築・交換工事、自然災害による被害の復旧工
　事等は対象になりません。

◎補助金の額　補助対象リフォーム工事にかかった工事費（消費税別）
　の１０％（上限額１０万円、上限額までは千円未満切り捨て）

介護保険

【保険料の基準額】月額４，０００円（平成２４～２６年度）◎平成２６年度の介護保険料

◎介護保険料の納め方

13
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国民健康保険

《自己負担限度額と食事代》

◎同一世帯内の対象者全員の所得に基づく「自己負担割合」の判定

◎窓口での支払い限度額（月額）と入院時食事代の標準負担額（１食あたり）

1299

「
家
庭
内
の

　

男
女
共
同
参
画
が

　

す
べ
て
の
基
盤
で
あ
る
」

　
　
　
　
　
　

待
井　

礼
子

　

平
成
１１
年
６
月
に
「
男
女
共
同

参
画
社
会
基
本
法
」
が
施
行
さ
れ

て
い
る
と
こ
ろ
で
す
が
、
美
浦
村

女
性
行
政
推
進
協
議
会
は
平
成
１０

年
に
発
足
し
、
今
日
ま
で
、「
男
女

共
同
参
画
の
推
進
」
を
テ
ー
マ
に

活
動
し
て
き
て
お
り
ま
す
。

　

さ
て
、
最
近
の
自
分
を
振
り
返

り
ま
す
と
、
あ
ち
こ
ち
に
身
体
の

変
化
を
感
じ
、
人
生
の
後
半
戦
に

入
っ
た
事
を
自
覚
す
る
様
に
な
り

ま
し
た
。
そ
の
様
な
年
頃
に
身
近

な
男
女
共
同
参
画
を
考
え
て
思
う

の
は
、「
一
番
大
切
な
の
は
家
庭
の

中
の
男
女
共
同
参
画
が
す
べ
て
の

基
盤
で
あ
る
」
と
い
う
事
で
す
。

　

そ
れ
は
、
男
女
と
い
う
立
場
に

関
係
な
く
得
意
な
分
野
を
協
力
し

合
う
事
。
男
と
し
て
の
役
割
、
女

と
し
て
の
役
割
と
し
て
当
た
り
前

な
こ
と
を
担
っ
て
い
く
と
い
う
男

女
の
ス
タ
ン
ス
に
立
っ
た
考
え
方

で
は
な
く
、
家
族
の
中
の
一
人
で

あ
る
と
い
う
観
点
か
ら
協
力
す
る

こ
と
で
す
。

　

例
え
ば
サ
ッ
カ
ー
の
チ
ー
ム
内

で
一
人
ひ
と
り
の
ポ
ジ
シ
ョ
ン
は

決
ま
っ
て
い
る
け
れ
ど
、
ボ
ー
ル

が
相
手
に
渡
っ
た
時
は
い
つ
で
も

す
ぐ
に
守
り
に
入
る
と
い
う
よ
う

に
、
臨
機
応
変
な
チ
ー
ム
プ
レ
イ

を
意
識
す
る
事
が
大
切
だ
と
い
う

事
で
す
。
そ
の
チ
ー
ム
プ
レ
イ
を

意
識
す
る
考
え
方
は
、
家
庭
だ
け

で
な
く
学
校
や
職
場
・
地
域
で
も

活
か
す
事
が
で
き
、
自
然
に
子
ど

も
達
の
生
活
に
根
付
い
て
い
く
も

の
と
感
じ
て
い
ま
す
。

　

私
自
身
が
そ
の
考
え
に
至
る
ま

で
に
は
、
た
く
さ
ん
の
問
題
に
ぶ

つ
か
り
ま
し
た
。
家
族
に
対
し
て

も
協
力
を
す
る
こ
と
も
求
め
る
こ

と
も
難
し
く
、
一
言
で
言
う
ほ
ど

簡
単
な
こ
と
で
は
あ
り
ま
せ
ん
で

し
た
。
す
べ
て
は
話
し
合
う
こ
と

で
や
っ
と
乗
り
越
え
て
来
た
様
に

思
い
ま
す
。

　

内
閣
府
が
掲
げ
る
男
女
共
同
参

画
社
会
を
実
現
す
る
た
め
の
５
本

の
柱
は
次
の
と
お
り
で
す
。

※
内
閣
府
男
女
共
同
参
画
局
ホ
ー

　

ム
ペ
ー
ジ
参
照

・
男
女
の
人
権
の
尊
重

・
社
会
に
お
け
る
制
度
ま
た
は
慣

　

行
に
つ
い
て
の
配
慮

・
政
策
等
の
立
案
お
よ
び
決
定
へ

　

の
共
同
参
画

・
家
庭
生
活
に
お
け
る
活
動
と
他

　

の
活
動
の
両
立

・
国
際
的
協
調

　

そ
し
て
、
男
女
共
同
参
画
社
会

の
イ
メ
ー
ジ
図
に
あ
る
「
家
庭
生

活
の
充
実
」は
、
ま
さ
に「
家
庭
内

の
男
女
共
同
参
画
が
す
べ
て
の
基

盤
で
あ
る
」
と
い
う
こ
と
を
指
し

て
い
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

身
近
な
男
女
共
同
参
画
が
き
ち

ん
と
根
付
い
て
い
か
な
い
か
ぎ
り
、

男
女
共
同
参
画
社
会
を
実
現
す
る

こ
と
は
難
し
い
の
で
は
な
い
か
と

考
え
ま
す
。

　

ま
ず
は
家
庭
か
ら
、
学
校
、
職

場
、
地
域
へ
と
男
女
共
同
参
画
の

推
進
を
考
え
て
い
き
ま
せ
ん
か
。

共に輝くみほの会

男女がともに
輝くためために

（美浦村女性行政推進協議会）

男女がともに
輝くためために

み　

ほ　

文　

芸

六
月
の
俳
句
（
題　

当
季
雑
詠
）

（
五
十
音
順
）

正
調
俚
謡　

日
和
吟
社　

題
「
心
・
太｣

一
字
以
上
詠
み
込
み
有
季
無
季
随
意

つ

き

だ

と
こ
ろ
て
ん

と
こ
ろ
て
ん

と
こ
ろ
て
ん

生
き
た
証
の
苦
楽
の
道
は
心
合
わ
せ
た
六
十
年　
　
　
　
　
　
　

小
薗
江
久
美

花
見
団
子
も
終
わ
れ
ば
茶
屋
に
夏
を
突
き
出
す
心
太　
　
　
　
　
　

飯
塚
筑
風

平
和
憲
法
日
本
の
誇
り
守
れ
九
条
心
意
気　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

増
尾
青
蓮

楽
し
思
い
で
つ
る
つ
る
す
る
り
暑
さ
突
出
す
心
太　
　
　
　
　
　
　

下
村
松
陽

異
常
気
象
か
五
月
の
暑
さ
涼
を
食
べ
よ
か
心
太　
　
　
　
　
　
　
　

高
橋
一
歩

い
つ
も
無
事
故
で
元
気
で
い
て
ね
思
い
果
て
な
い
母
心　
　
　
　

上
野
八
千
代

曲
が
る
こ
と
無
い
細
か
な
背
縫
い
亡
母
の
気
性
の
太
木
綿　
　
　
　

山
﨑
笑
子

太
い
ケ
ヤ
キ
と
か
わ
い
い
孫
は
家
の
宝
だ
伸
び
盛
り　
　
　
　
　
　

沼
嵜
朋
香

心
育
て
た
論
語
も
忘
れ
哀
れ
中
国
何
処
へ
行
く　
　
　
　
　
　
　
　

田
島
草
美

「
こ
ぴ
っ
と
す
る
だ
よ
」茶
の
間
に
今
朝
も
心
励
ま
す
は
な
の
声　
　

本
橋
清
湖

心
癒
さ
れ
豊
か
な
自
然
め
ぐ
る
温
泉
俚
謡
仲
間　
　
　
　
　
　
　
　

渡
辺
希
代

幼
な
心
に
芽
生
え
た
恋
は
い
じ
め
た
い
程
可
愛
い
い
子　
　
　
　
　

塚
本
夏
雲

心
豊
か
に
楽
し
く
暮
ら
し
夫
婦
元
気
で
日
々
感
謝　
　
　
　
　
　
　

伊
藤
葉
子

朝
が
来
る
た
び
太
陽
拝
み
皆
の
健
康
祈
る
母　
　
　
　
　
　
　
　
　

磯
西
涼
香

届
け
天
ま
で
心
を
込
め
て
願
う
平
和
は
皆
同
じ　
　
　
　
　
　
　
　

木
村
幸
子

心
晴
れ
ば
れ
笑
顔
に
な
る
日
き
っ
と
来
る
こ
と
信
じ
て
る　
　
　

長
谷
川
悦
子

心
う
る
お
す
ケ
ー
ナ
の
音
色
広
い
草
原
目
に
浮
か
ぶ　
　
　
　
　
　

門
脇
悠
美

街
の
灯
を
遠
く
蛙
の
声
と
住
む　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

青
野
安
佐
子

老
農
の
畑
に
ひ
し
め
く
葱
坊
主　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

石
毛
恵
美
子

山
す
そ
に
静
か
に
咲
き
し
鳴
子
百
合　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

伊
藤
八
千
帆

ク
レ
マ
チ
ス
四
つ
脚
門
を
し
か
と
抱
き　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

岡
野
洋
子

蒔
く
人
の
好
み
芽
吹
き
て
花
の
種　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

木
澤
は
し
め

入
院
の
孫
に
届
け
し
す
い
か
か
な　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

髙
柳
幸
子

初
夏
の
湖
を
切
り
裂
く
水
上
バ
イ
ク
音　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

田
島
早
苗

主
尻
目
啄
み
尽
く
す
さ
く
ら
ん
ぼ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

中
島
輝
子

白
百
合
の
蟻
一
匹
が
気
に
な
れ
り　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

松
葉
よ
し
ゐ

ひ
と
泊
の
旅
の
枕
の
明
け
易
し　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

松
本
秀
子

祥
月
は
走
り
茶
と
決
め
手
向
け
け
り　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

宮
崎
き
み
枝

森
の
奥
山
藤
ひ
そ
と
咲
き
誇
る　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

矢
原
は
つ
い

つ
い
ば
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飼い主ができること
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【
ひ
と
こ
と
助
言
】

　

パ
ソ
コ
ン
操
作
中
に
現
れ
る
警

告
表
示
は
、
消
費
者
の
不
安
を
あ

お
り
ソ
フ
ト
購
入
手
続
き
に
誘
導

す
る
「
広
告
」
の
可
能
性
が
あ
り

ま
す
。
信
頼
で
き
る
表
示
か
ど
う

か
わ
か
ら
な
い
場
合
に
は
、
ク
リ

ッ
ク
し
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。 

　

広
告
が
表
示
さ
れ
る
原
因
の
一

つ
と
し
て
パ
ソ
コ
ン
の
Ｏ
Ｓ
（
基

本
ソ
フ
ト
）
や
ア
プ
リ
ケ
ー
シ
ョ

ン
が
最
新
の
状
態
で
な
い
場
合
が

考
え
ら
れ
ま
す
。
常
に
最
新
の
状

態
に
保
つ
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

（
国
民
生
活
セ
ン
タ
ー
見
守
り
新

　

鮮
情
報
よ
り
抜
粋
）

【
ひ
と
こ
と
助
言
】

　

「
検
眼
し
ま
せ
ん
か
」と
来
訪
し
、

車
内
で
検
査
し
た
後
「
今
の
メ
ガ

ネ
は
合
っ
て
い
な
い
」
等
と
言
っ

て
、
高
額
な
メ
ガ
ネ
や
レ
ン
ズ
交

換
を
勧
め
る
手
口
で
す
。

　

訪
問
販
売
で
契
約
し
た
場
合
、

制
度
と
し
て
は
ク
ー
リ
ン
グ
・
オ

フ
や
申
し
込
み
の
撤
回
等
が
可
能

で
す
が
、
連
絡
先
が
分
か
ら
な
い

と
実
質
的
に
被
害
の
回
復
が
困
難

で
す
。
そ
の
場
で
契
約
す
る
こ
と

は
避
け
ま
し
ょ
う
。

（
国
民
生
活
セ
ン
タ
ー
見
守
り
新

　

鮮
情
報
よ
り
抜
粋
）

【
ひ
と
こ
と
助
言
】

　

友
人
や
先
輩
等
親
し
い
人
か
ら

「
儲
か
る
投
資
話
が
あ
る
」
等
と

勧
誘
さ
れ
て
も
、
安
易
に
契
約
す

る
の
は
や
め
ま
し
ょ
う
。
高
額
な

借
金
を
し
て
契
約
を
し
て
も
実
際

に
は
利
益
を
あ
げ
る
こ
と
が
で
き

ず
、
返
済
に
行
き
詰
ま
っ
て
多
重

債
務
に
陥
る
危
険
性
が
あ
り
ま
す
。

無
理
な
借
金
は
決
し
て
し
て
は
い

け
ま
せ
ん
。

　

友
人
を
勧
誘
す
る
こ
と
に
よ
り
、

そ
の
人
と
の
関
係
を
壊
し
て
し
ま

っ
た
り
金
銭
ト
ラ
ブ
ル
に
な
っ
た

り
す
る
お
そ
れ
も
あ
り
ま
す
。

（
国
民
生
活
セ
ン
タ
ー
子
ど
も
サ

　

ポ
ー
ト
情
報
よ
り
抜
粋
）

　

美
味
し
い
ス
イ
ー
ツ
や
ピ
ザ
を

一
緒
に
作
り
ま
し
ょ
う
。

◇
日
時　

７
月
３１
日（
木
）午
前
９

　

時
３０
分
〜
午
後
１
時

◇
場
所　

中
央
公
民
館
調
理
室

◇
参
加
費　

５
０
０
円

◇
募
集
人
数　

１５
名　

◇
持
ち
物　

エ
プ
ロ
ン
、
三
角
巾

◇
申
込
期
限
・
申
込
先　

７
月
２４

　

日（
木
）ま
で
に
村
消
費
生
活
セ

　

ン
タ
ー
へ
お
申
込
み
く
だ
さ
い
。

　

検
索
サ
イ
ト
を
見
て
い
た

と
き
に
、
画
面
の
右
側
に
ピ

カ
ピ
カ
と
光
る
警
告
の
よ
う

な
も
の
が
表
示
さ
れ
た
。
そ

こ
に
は
、「
パ
ソ
コ
ン
に
エ
ラ

ー
が
あ
る
の
で
、
無
料
ソ
フ

ト
を
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
す
る
よ

う
に
」
と
記
さ
れ
て
い
た
の

で
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
す
る
と
、

次
に
「
修
復
に
は
有
料
で
登

録
す
る
必
要
が
あ
る
」
と
い

う
画
面
が
出
た
。
す
ぐ
に
画

面
を
閉
じ
た
が
、
パ
ソ
コ
ン

を
立
ち
上
げ
る
た
び
に
警
告

画
面
が
表
示
さ
れ
る
。

　

（
当
事
者

：

６０
歳
代
男
性
）

ワ
ゴ
ン
車
の
中
で
検
眼
、

　
　
　

メ
ガ
ネ
を
次
々
販
売

ワ
ゴ
ン
車
の
中
で
検
眼
、

　
　
　

メ
ガ
ネ
を
次
々
販
売

大
学
生
が
タ
ー
ゲ
ッ
ト

借
金
さ
せ
ら
れ
て
高
額
な

　
　

投
資
用
D
V
D
を
購
入

大
学
生
が
タ
ー
ゲ
ッ
ト

借
金
さ
せ
ら
れ
て
高
額
な

　
　

投
資
用
D
V
D
を
購
入

　

一
人
暮
ら
し
で
認
知
症
気

味
の
父
の
家
に
、
新
し
い
メ

ガ
ネ
ケ
ー
ス
が
あ
っ
た
。
ど

う
し
た
の
か
と
聞
く
と
、「
検

眼
を
し
て
あ
げ
る
」
と
白
衣

を
着
た
男
性
が
来
た
の
で
、

近
く
に
止
め
て
あ
っ
た
ワ
ゴ

ン
車
の
中
で
検
眼
し
て
も
ら

い
メ
ガ
ネ
を
買
う
こ
と
に
な

っ
た
と
い
う
。
先
月
、
今
月

と
新
し
い
メ
ガ
ネ
を
２
回
買

い
、
代
金
は
金
融
機
関
で
お

金
を
下
ろ
し
て
支
払
っ
た
と

の
こ
と
。
家
の
中
を
探
す
と

１０
万
円
の
領
収
証
が
２
枚
見

つ
か
っ
た
が
、
会
社
名
も
連

絡
先
も
書
か
れ
て
い
な
い
。

　

（
当
事
者

：

９０
歳
代
男
性
）

突
然
の
警
告
表
示
は

セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
ソ
フ
ト
の

広
告
か
も
し
れ
ま
せ
ん

突
然
の
警
告
表
示
は

セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
ソ
フ
ト
の

広
告
か
も
し
れ
ま
せ
ん

◇村消費生活センター（消費生活相談全般）☎８８５－７１４１
　月・水・木・金　午前９時～正午、午後１時～４時
（相談受付は、午前は１１時３０分、午後は３時３０分まで。）
※相談員が不在の場合がありますので、電話でご確認ください。

◇消費者ホットライン（全国共通）☎０５７０－０６４－３７０

◇県警悪質商法１１０番（悪質業者に絡む各種相談）
　午前８時３０分～午後５時１５分　☎０２９－３０１－７３７９

まもろうよ みんなを

消費生活に関する相談は

れ
た
が
、
お
金
が
な
い
と
断

っ
た
と
こ
ろ
、「
会
社
員
と
言

っ
て
、
車
の
頭
金
と
し
て
お

金
を
借
り
る
よ
う
に
」
と
言

わ
れ
て
、
消
費
者
金
融
３
社

か
ら
２０
万
円
ず
つ
借
り
て
支

払
っ
た
。
そ
の
後
、
新
規
に

人
を
紹
介
す
る
と
１０
万
円
も

ら
え
る
と
説
明
が
あ
っ
た
が
、

自
分
は
投
資
に
興
味
が
あ
っ

た
だ
け
で
、
人
を
紹
介
し
て

紹
介
料
を
得
よ
う
と
は
思
わ

な
い
。
解
約
し
て
返
金
し
て

ほ
し
い
。

　

（
当
事
者

：

大
学
生
男
性
）

　

高
校
の
先
輩
か
ら
「
儲
か

る
投
資
シ
ス
テ
ム
が
あ
る
」

と
言
わ
れ
、
喫
茶
店
で
投
資

シ
ス
テ
ム
会
社
の
人
も
合
流

し
て
、
稼
い
で
い
る
話
を
聞

か
さ
れ
た
。「
投
資
を
す
る
に

は
D
V
D
ソ
フ
ト
の
購
入
が

必
要
。
そ
れ
を
使
え
ば
す
ぐ

に
元
が
取
れ
る
」
と
勧
誘
さ

食
の
安
全
サ
ポ
ー
タ
ー
研
修

食
の
安
全
サ
ポ
ー
タ
ー
研
修

　消費生活に関する
問合せ・相談は消費
 生活センターへ
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お問合せ　生活環境課

生活環境生活環境

　茨城県動物愛護管理条例の改正により、平成２６年４月１日から猫の病気や事故の防止・ふん尿の放置
の防止等のため、猫の屋内飼育に努めなければならないとされました。ご近所に迷惑をかけないため、
そして何より猫の健康と安全のため、猫は屋内で飼いましょう。

猫は室内で
　飼いましょう！

飼い主ができること飼い主ができること飼い主ができること

ハチの巣の駆除処理についてハチの巣の駆除処理について
　ハチに刺されると、ケガだけでなく重大な事故につながることもあります。特に、スズメバチに
刺されると生死に係わる危険性もありますので、慎重な対応と注意が必要です。
・通学道路や公園等、公共の施設や場所で発見されたハチの巣の駆除は、村で対応しています。
・個人の建物や敷地内で発見されたハチの巣は、各自で対応していただくことになります。
※自宅の樹木や軒下等で巣を見つけたら、専門の業者に頼む方が安全です。村内では下記の業者が
　ハチの巣の駆除処理を行っていますので、お問合せください。

【村内のハチの巣駆除処理業者】　伸和エステート㈱（信太）☎８８５－８３９４

◇問合せ　役場生活環境課☎８８５－０３４０

①習性等を正しく理解して飼いましょう！
　正しいしつけをして、臭いや鳴き声等でご近所の迷惑にならないようにしましょう。

　また、運動できるものを用意したり、くつろげる場所を作ってあげましょう。

②専用のトイレを用意しましょう！
　トイレは清潔に保ち、決まった場所でさせましょう。

③健康管理を心掛けましょう！
　伝染病（猫ウイルス性鼻気管炎、猫白血病ウイルス感染症）は、ワクチンや飲み薬で予防で

　きます。また、食欲がなかったり元気がないときは動物病院に相談する等して、病気に注意
　しましょう。

④マイクロチップ等で飼い主がわかるようにしましょう！
　迷子になったときや緊急災害時のため、マイクロチップをつけましょう。マイクロチップは

　動物病院でつけることができます。

⑤避妊・去勢手術を受けましょう！
　飼い主は生まれてくる子猫の将来に責任を持たなければなりません。無計画な繁殖をして不

　幸な命を作らないために、「生まれない手術」「うまさない手術」を受けましょう。

※否認去勢手術・マイクロチップ登録については、茨城県獣医師会で助成が行われています。
　詳しくは獣医師会またはお近くの動物病院に直接お問い合わせください。

◎お問合せ先

　公益財団法人茨城県獣医師会☎０２９－２４１－６２４２（ホームページhttp://www.ibajyuu.com)
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ワ
ゴ
ン
車
の
中
で
検
眼
、

　
　
　

メ
ガ
ネ
を
次
々
販
売

大
学
生
が
タ
ー
ゲ
ッ
ト

借
金
さ
せ
ら
れ
て
高
額
な

　
　

投
資
用
D
V
D
を
購
入

突
然
の
警
告
表
示
は

セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
ソ
フ
ト
の

広
告
か
も
し
れ
ま
せ
ん

食
の
安
全
サ
ポ
ー
タ
ー
研
修
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お問合せ
国保年金課国保係

国民健康保国民健康保険 ７０歳以上の方がお持ちの

高齢受給者証の更新について高齢受給者証の更新について

　高齢受給者証は、被保険者証とともに医療機関の窓口に提示すると、自己負担割合が２割（現役並み

所得者に該当する方については３割）で医療を受けることができます。　　　　　

※国の特例措置により、昭和１９年４月１日までに生まれた方については自己負担割合が１割となります。

①住民税課税所得（課税標準額）による判定

・同一世帯内に、「７０歳以上の国民健康保険加入者」で住民税課税所得（課税標準額）が１４５万円以上の方が
　１人以上いる場合は、その世帯内の対象者全員が「現役並み所得者（３割負担）」となります。

・上記のケースに該当しない場合は「一般」となり、昭和１９年４月１日までに生まれた方は１割負担、昭和

　１９年４月２日以降に生まれた方は２割負担となります。

②収入による判定　①で「現役並み所得者」と判定された場合でも、次のいずれかの要件に該当する場合は、
　役場国保年金課に申請をすることにより、一般と判定されます。

・同一世帯内の「７０歳以上の国民健康保険加入者」が１人で、その方の収入が３８３万円未満。

・同一世帯内の「７０歳以上の国民健康保険加入者」が２人以上で、その方たちの収入の合計が５２０万円未満。

・同一世帯内の「７０歳以上の国民健康保険加入者」が１人で、かつ「特定同一世帯所属者」が１人以上おり、
　その方たちの収入の合計が５２０万円未満。

※「特定同一世帯所属者」とは、後期高齢者医療制度に加入したことにより国民健康保険を脱退した方で、
　それ以後、世帯主が変わることなく継続して同じ世帯にいる方のことです。なお、世帯主の場合は引き
　続き世帯主である方となります。

　国民健康保険に加入している７０歳以上の方がお持ちの高齢受給者証の有効
期限は、毎年７月３１日までとなっています。役場国保年金課では、対象者に
対し、新しい高齢受給者証（青色）を７月下旬に郵送します。

　医療費の自己負担には、「現役並み所得者」と「一般」それぞれに同月内の支出総額に限度額が設定されて

おり、限度額以上の個人負担はありません。また、入院時の食事代にも同様に標準負担額が設定されてお

り、一定の額以上の個人負担はありません。

　また、以下の要件に該当する場合は、役場国保年金課に申請をすることにより低所得者Ⅱ・低所得者Ⅰ

と判定され、限度額と食事代の負担額が軽減される「限度額適用・標準負担額減額認定証」が交付されます。

※国民健康保険税に滞納が無い方が対象で、現在該当されている方も新たに申請が必要となります。

▼低所得者Ⅱ　同一世帯の「世帯主」および「国民健康保険加入者全員」が住民税非課税で、低所得者Ⅰに該
　当しない方。

▼低所得者Ⅰ　同一世帯の「世帯主」および「国民健康保険加入者全員」が住民税非課税で、それぞれの方の
　収入から必要経費・控除（年金収入は控除額を８０万円として計算）を差し引いた時に０円以下になる方。

※１％とは、医療費が２６７，０００円を超えた場合、その超えた分の１％のことです。
※（　　）内は、過去１２カ月に４回以上、高額療養費の支給があった場合の４回目以降の額となります。

《自己負担限度額と食事代》《自己負担限度額と食事代》

外来＋入院（世帯単位）

自己負担限度額（月額）

外来（個人単位）

入院時食事代の標準負担額
（１食あたり）

２６０円

１００円

２１０円

１６０円

下記以外

所　得　区　分

一　般

現役並み所得者

低　所　得　者　Ⅰ

低　所　得　者　Ⅱ

８０，１００円＋１％（４４，４００円）

４４，４００円

４４，４００円

２４，６００円

１５，０００円

１２，０００円

８，０００円

８，０００円

※

過去１２カ月で入院日数が
通算９０日を超えた場合

◎同一世帯内の対象者全員の所得に基づく「自己負担割合」の判定◎同一世帯内の対象者全員の所得に基づく「自己負担割合」の判定

◎窓口での支払い限度額（月額）と入院時食事代の標準負担額（１食あたり）◎窓口での支払い限度額（月額）と入院時食事代の標準負担額（１食あたり）

12129

男女がともに
輝くために
男女がともに
輝くために



8広報みほ　平成２６年７月号広報みほ　平成２６年７月号広報みほ　平成２６年７月号

補
助
金
交
付
の
決
定

補
助
で
き
る
金
額

交
付
で
き
る
期
間

対
象
と
な
る
団
体

対
象
と
な
る
事
業

応
募
方
法

平
成
２７
年
度
の
補
助
金
交
付

事
業
を
募
集
し
ま
す

平
成
２７
年
度
の
補
助
金
交
付

事
業
を
募
集
し
ま
す

▼
村
民
の
皆
さ
ん
に
よ
る
村
づ
く
り
活
動
を
応
援
！

▼
村
民
の
皆
さ
ん
に
よ
る
村
づ
く
り
活
動
を
応
援
！

住宅リフォーム費用の一部を助成します住宅リフォーム費用の一部を助成します

お問合せ
福祉介護課介護保険係

介護保介護保険

　このたび、６５歳以上の方の介護保険料が決定しました。介護保険制度は、
介護の負担を社会全体で支え合い、安心して暮らすための制度です。制度が
円滑に運営されるよう、保険料の納入にご協力をお願いします。

７月３１日

第１期

納期限 ９月３０日

第２期

９月１日

第３期

１０月３１日

第４期

１２月１日

第５期

１２月２５日

第６期

２月２日

第７期

３月２日

第８期

　介護保険料の納め方は、受給している年金（基礎年金以外に障害年金・遺族年金も含まれます）の額に
よって２種類に分けられます。

　介護保険料の年額を、年６回（４・６・８・１０・１２・２月）に分けて年金から天引きします。介護
保険料は６月の住民税確定にあわせてその年度の保険料を確定するため、４・６・８月は暫定的な額
（前年度２月に徴収した額）での徴収（仮徴収）となります。また、保険料確定後の１０・１２・２月の
額が４・６・８月の額から大きく変動する場合は、８月の納付額を増減させ、年間を通じて保険料を
できるだけ均等にする措置（平準化）をいたします。

＊年金受給額が年額１８万円以上でも一時的に納付書で納める場合があります。

＊今年度の介護保険料が確定した後、８月に決定通知書を送付します。所得段階をご確認ください。
　また、来年度の仮徴収額（平成２７年４・６・８月分）もあわせて記載されています。

　介護保険料の年額を納期限にあわせて「納入通知書」または「口座振替」で納めます。村より７月
上旬に年間分（全８期分）の納入通知書を送付しますので、取扱金融機関にて納めてください。

■特別徴収（年金受給額が年額１８万円以上の方）…「年金からの天引き」によって納めます。

介護保険料の納入通知書・
　  決定通知書を送付します
介護保険料の納入通知書・
　  決定通知書を送付します

【保険料の基準額】月額４，０００円（平成２４～２６年度）【保険料の基準額】月額４，０００円（平成２４～２６年度）◎平成２６年度の介護保険料◎平成２６年度の介護保険料

◎介護保険料の納め方◎介護保険料の納め方

■普通徴収（年金受給額が年額１８万円未満の方）…「納入通知書」または「口座振替」で納めます。

介護保険料の年額が確定した後でも、本人および世帯員の昨年度の所得や課税状況に変更が生じたり、
本人が転出または亡くなられた場合は、介護保険料の年額が変更になる場合があります。

第１段階

第２段階

第３段階

第４段階

第５段階

第６段階

第７段階

所得段階 対 象 と な る 方 保険料（年額）

４，０００円×１２カ月×０．５０＝２４，０００円

４，０００円×１２カ月×０．５０＝２４，０００円

４，０００円×１２カ月×０．７５＝３６，０００円

４，０００円×１２カ月×０．８５＝４０，８００円

４，０００円×１２カ月×１．００＝４８，０００円

４，０００円×１２カ月×１．２５＝６０，０００円

４，０００円×１２カ月×１．５０＝７２，０００円

本人および世帯員全員が住民税非課税であって、
老齢福祉年金の受給者・生活保護の受給者である方

本人および世帯員全員が住民税非課税であって、
合計所得金額＋課税年金収入額が８０万円以下の方

本人および世帯員全員が住民税非課税であって、
第１段階および第２段階に該当しない方

世帯に住民税課税者がいるが、本人が住民税非課税で
合計所得金額＋課税年金収入額が８０万円以下の方

世帯に住民税課税者がいるが、本人が住民税非課税で
第４段階に該当しない方

本人が住民税課税で合計所得金額が２００万円未満の方

本人が住民税課税で合計所得金額が２００万円以上の方

1313
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②
意
識
が
な
い
、
反
応
が
お
か
し

　

い
と
き

・
救
急
隊
を
要
請
す
る
。

③
水
分
を
自
力
で
摂
取
で
き
な
い

　

と
き
、
水
分
や
塩
分
を
補
給
し

　

て
も
症
状
が
改
善
し
な
い
と
き

・
医
療
機
関
で
治
療
を
受
け
る

□
こ
ま
め
に
水
分
補
給
を
し
て
い
る

□
エ
ア
コ
ン
や
扇
風
機
を
上
手
に

　

使
用
し
て
い
る

□
シ
ャ
ワ
ー
や
タ
オ
ル
等
で
体
を

　

冷
や
す

□
部
屋
の
温
度
を
測
っ
て
い
る

□
暑
い
時
は
無
理
を
し
な
い

□
涼
し
い
服
装
を
し
て
い
る

◎
身
近
な
熱
中
症　

　

日
本
の
夏
は
高
温
多
湿
で
、
昔

か
ら
暑
さ
や
熱
に
よ
る
健
康
障
害

が
多
く
み
ら
れ
ま
し
た
。
今
日
で

は
、
特
殊
な
環
境
の
み
で
な
く
ス

ポ
ー
ツ
活
動
の
場
で
の
障
害
が
見

ら
れ
た
り
、
う
っ
か
り
自
動
車
に

子
供
を
寝
か
せ
、
あ
る
い
は
高
齢

者
が
家
の
中
で
熱
中
症
に
な
っ
た

と
い
う
よ
う
に
、
私
達
の
身
近
で

熱
中
症
が
発
生
し
て
い
ま
す
。

　

熱
中
症
は
、
気
温
等
の
環
境
条

件
だ
け
で
な
く
、
人
間
の
体
調
や

暑
さ
に
対
す
る
慣
れ
等
が
影
響
し

て
起
こ
り
ま
す
。
気
温
が
そ
れ
ほ

ど
高
く
な
い
日
で
も
注
意
が
必
要

な
時
も
あ
り
ま
す
。
予
防
・
対
処

法
を
知
っ
て
、
熱
中
症
に
備
え
ま

し
ょ
う
。

◎
熱
中
症
に
注
意
が
必
要
な
日

・
気
温
や
湿
度
が
高
い
日

・
風
が
弱
い
日

・
急
に
暑
く
な
っ
た
日

・
活
動
を
開
始
す
る
日

　

人
間
の
体
は
、
暑
い
環
境
で
の

運
動
や
作
業
を
始
め
て
か
ら
３
〜

４
日
経
た
な
い
と
、
体
温
調
節
が

上
手
に
な
っ
て
き
ま
せ
ん
。
急
に

暑
く
な
っ
た
日
や
、
活
動
の
初
日

等
は
特
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

◎
特
に
注
意
が
必
要
な
人

《
高
齢
者
》

・
熱
中
症
患
者
の
約
半
数
は
６５
歳

　

以
上
の
方
で
す
。

・
若
年
者
よ
り
も
体
内
の
水
分
量

　

が
少
な
い
う
え
、
体
の
老
廃
物

　

を
排
出
す
る
際
に
た
く
さ
ん
の

　

尿
を
必
要
と
す
る
の
で
、
体
内

　

の
水
分
が
不
足
し
が
ち
で
す
。

・
加
齢
に
よ
り
暑
さ
や
の
ど
の
渇

　

き
に
対
す
る
感
覚
が
鈍
く
な
る

　

等
、
暑
さ
に
対
す
る
感
覚
機
能

　

が
低
下
し
て
い
ま
す
。

・
若
年
者
よ
り
体
に
熱
が
た
ま
り

　

や
す
く
、
暑
い
時
に
は
循
環
器

　

系
へ
の
負
担
が
大
き
く
な
る
た

　

め
、
暑
さ
に
対
す
る
体
の
調
節

　

機
能
が
低
下
し
ま
す
。

《
幼
児
》

・
幼
児
は
体
温
調
節
機
能
が
十
分

　

発
達
し
て
い
ま
せ
ん
。

・
日
中
は
地
面
に
近
い
ほ
ど
気
温

　

が
高
く
な
る
た
め
、
幼
児
は
大

　

人
以
上
に
熱
い
環
境
に
い
ま
す
。

《
そ
の
他
》

・
肥
満
の
方
、
持
病
の
あ
る
方
、

　

体
調
の
悪
い
方
等
の
ほ
か
、
体

　

が
暑
さ
に
慣
れ
て
い
な
い
方
は
、

　

特
に
注
意
が
必
要
で
す
。

◎
熱
中
症
を
疑
う
症
状

◇
軽
度　

め
ま
い
・
立
ち
く
ら
み

　

・
筋
肉
痛
（
こ
む
ら
返
り
）・
汗

　

が
止
ま
ら
な
い
・
手
足
が
し
び

　

れ
る
・
気
分
が
悪
い
・
ボ
ー
っ

　

と
す
る

◇
中
度　

が
ん
が
ん
す
る
頭
痛
・

　

吐
き
気
・
吐
く
・
体
が
だ
る
い

　

（
倦
怠
感
）・
虚
脱
感
・
意
識
が

　

何
と
な
く
お
か
し
い

◇
重
度　

意
識
が
な
い
・
け
い
れ

　

ん
・
高
体
温
・
呼
び
か
け
に
対

　

し
返
事
が
お
か
し
い
・
ま
っ
す

　

ぐ
に
歩
け
な
い

◎
熱
中
症
の
症
状
が
出
た
と
き
の

　

処
置

①
意
識
が
あ
る
と
き

・
涼
し
い
場
所
へ
避
難
さ
せ
る

・
衣
服
を
脱
が
せ
、
体
を
冷
や
す

・
水
分
や
塩
分
を
補
給
す
る

熱
中
症
を

　

予
防
し
ま
し
ょ
う
！

７
月
は

「
熱
中
症
予
防
強
化
月
間
」

　
　
　
　
　
　
　
　

で
す

７
月
は

「
熱
中
症
予
防
強
化
月
間
」

　
　
　
　
　
　
　
　

で
す

７
月
は

「
熱
中
症
予
防
強
化
月
間
」

　
　
　
　
　
　
　
　

で
す

□
外
出
時
に
は
日
傘
・
帽
子
を
使

　

用
し
て
い
る

□
部
屋
の
風
通
し
を
良
く
し
て
い
る

□
緊
急
時
や
困
っ
た
時
の
連
絡
先

　

を
確
認
し
て
い
る

□
涼
し
い
場
所
・
施
設
を
利
用
す
る

【
熱
中
症
に
関
す
る
情
報
】

▼
環
境
省
熱
中
症
予
防
情
報
サ
イ

　

ト
・
パ
ソ
コ
ン
用
（h

ttp
://w
b
g
t.e

　

n
v
.g
o
.jp
/

）

・
携
帯
電
話
用
（h

ttp
://w
b
g
t.e

　

n
v
.g
o
.jp
/k
t

）

　
　

・
・
・
・
・
・
・
・
・

◇
問
合
せ　

健
康
増
進
課
（
保
健

　

セ
ン
タ
ー
）
☎
８
８
５

－

１
８

　

８
９

◎
熱
中
症
の
予
防
法
が
で
き
て
い

　

る
か
チ
ェ
ッ
ク
し
ま
し
ょ
う

休　日　当　番　医
診療時間：午前９時～午後４時
都合により当番医を変更することがあります。
※お問合せ先：なるしま内科医院☎８６９－４８２０

７　
　

月

８　

月

　３日

㈰

まつばらウィメンズクリニック

佐倉クリニック

阿 見

稲 敷

☎８３０－５１５１

☎８９２－７０１１

２７日

㈰

なるしま内科医院

古 橋 医 院

阿 見

稲 敷

☎８６９－４８２０

☎０２９９－７８－３７７０

１０日

㈰

あ べ 整 形 外 科

江戸崎ひかりクリニック

阿 見

稲 敷

☎８７５－５３０３

☎８３４－５７７７

２１日

㈪

しんクリニック

鈴木クリニック

阿 見

稲 敷

☎８７５－５６８６

☎８９２－３６４０

阿見第一クリニック

宮 本 病 院

阿 見

稲 敷

☎８８７－３５１１

☎０２９９－７９－２１１４

２０日

㈰

１３日

㈰

美 浦 中 央 病 院

いなしきクリニック

美 浦

稲 敷

☎８８５－３５５１

☎８９２－３３７２でんき家計簿

お元気
　ですか
　　
保健師です



　問合せ　子育て支援センター（木原地区多目的集会施設内） ☎８８５－６５１１＊午前９時から午後４時３０分まで
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「第７５回優駿牝馬（オークス）」

おめでとう　美浦所属馬　　　　　制覇！ＧⅠ

警察官採用試験（第２回）
　　　　　を実施します

児童館宿泊体験遠足
　　～参加者募集～

毎月、親子でできる簡単
な遊びや子育てのコツを
紹介していきます。

子育て
ワンポイント
子育て
ワンポイント

※各子育て広場の詳細と、開催場所（都合により変更する場合があります）については、役場・中央公
　民館・保健センターに設置している「子育てカレンダー（毎月発行）」でご確認ください。
※どの子育て広場も「子育て支援センターのスタッフ」が担当しています。

　◇対象　０歳児～学童　　◇場所　予約時にお知らせします。
　◇予約方法　子育て支援センターに電話で予約してください。　※発達相談員が担当しています。

要予約要予約

　ぴよ
ぴよ
ほっ

　ぴよ
ぴよ
ほっ

　ぴよ
ぴよ
ほっ

　わい
ほっ

　ぴよ
よち
ほっ

　ぴよ
ぴよ
ほっ

　ぴよ
ぴよ
ほっ

　わい
ほっ

　わい
エン
ほっ

　わい
ほっ

　わい
ほっ

　ぴよ
よち
ほっ

　ぴよ
エン
ほっ

　ぴよ
エン
ほっ

　ぴよ
よち
ほっ

　ぴよ
よち
ほっ

　わい
ほっ

　ぴよ
ほっ
ぴよぴよ

　わい
ほっ

　ぴよ
エン
ほっ

　ぴよ
よち
ほっ

　わい
ほっ

　わい
ほっ

わい
ほっ

　わい
ほっ

月 火 水 木 金 土日

発達相談（子育てや発達に関する相談）発達相談（子育てや発達に関する相談）

ぴよぴよサロン＆プレママサロンでは、
毎月一度、保健師、助産師、栄養士さ
んによる個別の「育児相談（　）」を行
っています。（通常の自由遊びもあり）

ぴよぴよサロン＆プレママサロンでは、
毎月一度、保健師、助産師、栄養士さ
んによる個別の「育児相談（　）」を行
っています。（通常の自由遊びもあり）

ほっ：子育てほっとルーム（午前９時～午後４時）
　◇対象　０歳～就園前　　◇場所　子育て支援センター

エン：エンジョイ子育て（午前１０時～正午）
　◇対象　０歳～就園前　　◇場所　木原地区多目的集会施設和室、または村内の公園・公共施設

よち：よちよちルーム（午前１０時～正午）
　◇対象　１歳児（Ｈ２４．４．２～Ｈ２５．４．１生）　◇場所　木原地区多目的集会施設和室

ぴよ：ぴよぴよサロン＆プレママサロン
（通常：午前１０時～正午、ＰＭ：午後１～３時）
　◇対象　２カ月～１歳未満、妊婦さん
　◇場所　木原地区多目的集会施設和室

開催時間内
出入り自由
開催時間内
出入り自由

予約必要なし予約必要なし８月の
子育て広場

２

９４ ５３

１

８７

１５１４１３１２１１

２３

３０

１６

６

２２

２９

２１２０

２７ ２８

１９１８１７

１０

２５ ２６

乳幼児の虫刺され
　 対処＆予防法
乳幼児の虫刺され
　 対処＆予防法

　乳幼児は虫刺されに対して免疫が少ない為、大人
より症状が強く出ます。また、１～２日後に腫れが
酷くなる場合もあるので、経過を観察しましょう。

　刺されたらすぐに患部を水洗いし冷やしてから、
かゆみ止めを塗ります。また、患部を掻き壊さない
よう、常に乳幼児の爪を短く切っておきます。水泡
ができるほど腫れたり、患部がいつまでも赤く固い
場合は病院で受診しましょう。

　蚊のいそうな場所に外出する際は、ゆとりのある
薄手の長袖・長ズボンを着せます（ぴったりしてい
ると服の上から刺されることも）。虫除けは、スプレ
ータイプのものだと乳幼児が吸い込む恐れがあるの
で、塗るタイプのもの等を活用するとよいでしょう。

　乳幼児は虫刺されに対して免疫が少ない為、大人
より症状が強く出ます。また、１～２日後に腫れが
酷くなる場合もあるので、経過を観察しましょう。

　刺されたらすぐに患部を水洗いし冷やしてから、
かゆみ止めを塗ります。また、患部を掻き壊さない
よう、常に乳幼児の爪を短く切っておきます。水泡
ができるほど腫れたり、患部がいつまでも赤く固い
場合は病院で受診しましょう。

　蚊のいそうな場所に外出する際は、ゆとりのある
薄手の長袖・長ズボンを着せます（ぴったりしてい
ると服の上から刺されることも）。虫除けは、スプレ
ータイプのものだと乳幼児が吸い込む恐れがあるの
で、塗るタイプのもの等を活用するとよいでしょう。

　乳幼児は虫刺されに対して免疫が少ない為、大人
より症状が強く出ます。また、１～２日後に腫れが
酷くなる場合もあるので、経過を観察しましょう。

　刺されたらすぐに患部を水洗いし冷やしてから、
かゆみ止めを塗ります。また、患部を掻き壊さない
よう、常に乳幼児の爪を短く切っておきます。水泡
ができるほど腫れたり、患部がいつまでも赤く固い
場合は病院で受診しましょう。

　蚊のいそうな場所に外出する際は、ゆとりのある
薄手の長袖・長ズボンを着せます（ぴったりしてい
ると服の上から刺されることも）。虫除けは、スプレ
ータイプのものだと乳幼児が吸い込む恐れがあるの
で、塗るタイプのもの等を活用するとよいでしょう。

梅

雨
から秋ま

で

蚊の季節です
蚊の季節です
蚊の季節です

２４
３１

　わい
エン
ほっ

対処法　　　　　　　　　　刺されてしまった！

予防法　　　　　　　　朝や夕方が刺されやすい

対処法対処法　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　刺されてしまった！刺されてしまった！

予防法予防法　　　　　　　　　　　　　　　　朝や夕方が刺されやすい朝や夕方が刺されやすい

対処法　　　　　　　　　　刺されてしまった！

予防法　　　　　　　　朝や夕方が刺されやすい
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お知らせお知らせお知らせ

美 浦 村 役 場

中 央 公 民 館

中央公民館図書室

文 化 財 セ ン タ ー

光と風の丘公園クラブハウス

保 健 セ ン タ ー

美浦水処理センター
（ 上 下 水 道 課 ）

大谷時計台児童館

木 原 城 山 児 童 館

大 谷 保 育 所

木 原 保 育 所

社 会 福 祉 協 議 会

老人福祉センター

デイサービスセンター

シルバー人材センター

美浦村ホームページアドレス
　　　http://www.vill.miho.lg.jp/

Ｅメール　info@vill.miho.lg.jp

☎８８５－０３４０

☎８８５－４４５１

☎８８５－８４４２

☎８８６－０２９１

☎８８５－６７１１

☎８８５－１８８９

☎８８５－０７２０
☎８８５－８８９９

☎８８５－０５９７

☎８８５－１０６４

☎８８５－１５４９

☎８８５－４４８８

☎８８５－００３８

☎８８５－７０８０

☎８８５－８８８５

☎８８６－０００７

◎
募
集
職
種
・
採
用
予
定
人
数

【
一
般
事
務
職
】　

若
干
名

【
保
育
士
・
幼
稚
園
教
諭
】　

若
干

名
◇
受
験
資
格

　

健
康
状
態
が
正
常
で
次
の
要
件

を
満
た
す
者
（
村
外
居
住
者
も

受
験
可
）

【
一
般
事
務
職
】

①
年
齢
要
件　

昭
和
４９
年
４
月
２

日
以
降
に
生
ま
れ
た
者

②
高
等
学
校
卒
業
程
度
以
上
の
学

力
を
有
す
る
者
（
学
歴
不
問
）

【
保
育
士
・
幼
稚
園
教
諭
】

①
年
齢
要
件　

昭
和
４９
年
４
月
２

日
以
降
に
生
ま
れ
た
者

②
保
育
士
資
格
お
よ
び
幼
稚
園
教

諭
資
格
の
両
方
を
有
す
る
者
ま

た
は
平
成
２７
年
３
月
３１
日
ま
で

に
取
得
見
込
み
の
者

◇
欠
格
事
項　

次
の
い
ず
れ
か
に

該
当
す
る
者
は
受
験
で
き
ま
せ
ん
。

①
日
本
の
国
籍
を
有
し
な
い
者

②
成
年
被
後
見
人
及
び
被
保
佐
人

③
禁
固
以
上
の
刑
に
処
せ
ら
れ
、

　

そ
の
執
行
を
終
わ
る
ま
で
、
ま

た
は
そ
の
執
行
を
受
け
る
こ
と

が
な
く
な
る
ま
で
の
者

④
本
村
職
員
と
し
て
懲
戒
免
職
の

処
分
を
受
け
、
当
該
処
分
の
日

か
ら
２
年
を
経
過
し
な
い
者

⑤
日
本
国
憲
法
ま
た
は
そ
の
下
に

成
立
し
た
政
府
を
暴
力
で
破
壊

す
る
こ
と
を
主
張
す
る
政
党
そ

の
他
の
団
体
を
結
成
し
、
ま
た

は
こ
れ
に
加
入
し
た
者

◇
試
験
の
方
法

･
第
１
次
試
験　

茨
城
県
町
村
職

員
採
用
統
一
試
験
（
教
養
試
験
、

論
文
･
作
文
）

＊
大
学
卒
程
度
と
、
短
大
･
高
卒

程
度
に
区
分

･
第
２
次
試
験　

第
１
次
試
験
合

格
者
を
対
象
に
口
述
試
験
（
個

別
面
接
）・
身
体
検
査

※
第
１
次
試
験
の
合
格
者
の
発
表

は
１０
月
中
旬
頃
に
、
最
終
合
格

者
の
発
表
は
１１
月
下
旬
頃
に
本

人
に
通
知
し
ま
す
。

◇
第
１
次
試
験
期
日
及
び
会
場

･
期
日　

９
月
２１
日（
日
）

･
会
場　

茨
城
大
学
（
水
戸
市
文

京
２
丁
目
１

－

１
）

◇
受
験
手
続　

･
申
込
書
、
履
歴
書
を
役
場
総
務

課
に
提
出
（
申
込
書
、
履
歴
書

は
役
場
総
務
課
で
交
付
）

＊
郵
送
で
請
求
の
場
合
は
、
封
筒

の
表
に
「
職
員
採
用
試
験
申
込

用
紙
請
求
」
と
朱
書
き
し
、
返

信
用
封
筒
（
３３
×
２４
㎝
･
あ
て

先
明
記
･
１
２
０
円
切
手
を
貼

付
）
と
、
住
所
･
氏
名
･
電
話

番
号
･
最
終
学
歴
（
卒
業
見
込

み
を
含
む
）・
応
募
職
種
を
明
記

し
た
書
類
を
同
封
の
こ
と
。

◇
受
付
期
間　

７
月
３１
日（
木
）ま

で
の
午
前
９
時
〜
午
後
５
時

＊
土
･
日
･
祝
日
を
除
き
ま
す
。

＊
郵
送
の
場
合
、
７
月
３１
日
必
着
。

◇
給
与　

職
員
の
給
与
に
関
す
る

条
例
規
則
に
基
づ
き
支
給
さ
れ

ま
す
。
学
校
卒
業
直
後
の
基
本

給
は
次
の
と
お
り
で
す
。（
平
成

２６
年
４
月
現
在
･
月
額
）

･
大
学
卒
業　

１７
万
２
２
０
０
円

･
短
大
卒
業　

１５
万
５
７
０
０
円

･
高
校
卒
業　

１４
万
４
５
０
０
円

※
学
校
卒
業
後
、
一
定
の
経
験
年

数
が
あ
る
者
は
一
定
額
が
加
算

さ
れ
ま
す
。

◇
問
合
せ　

役
場
総
務
課
人
事
担
当

◇
対
象
者　

村
内
在
住
・
在
勤
・

　

在
学
の
方
で
中
学
生
以
上
の
方

◇
講
習
会
名　

普
通
救
命
講
習
１

◇
会
場　

江
戸
崎
消
防
署
美
浦
出

　

張
所

◇
開
催
日　

７
月
１９
日
、
８
月
１６

　

日
、
９
月
２０
日
、
１０
月
１８
日
、

　

１１
月
１５
日
、
１２
月
２０
日

＊
曜
日
は
す
べ
て
土
曜
日
で
す
。

◇
講
習
内
容　

Ａ
Ｅ
Ｄ
の
使
用
法
、

　

心
肺
蘇
生
法
、
止
血
法
等

＊
各
開
催
日
と
も
講
習
内
容
は
同

　

じ
で
す
。

◇
申
込
期
限
・
方
法　

受
講
を
希

　

望
す
る
開
催
日
の
１
週
間
前
ま

　

で
に
、
住
所
・
氏
名
・
生
年
月

　

日
・
希
望
日
・
連
絡
先
（
電
話

　

番
号
等
）
を
役
場
総
務
課
ま
で

　

お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

◇
定
員　

先
着
１０
名

＊
希
望
者
が
３
名
未
満
の
場
合
は

　

原
則
と
し
て
他
の
開
催
日
に
振

　

替
え
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

◇
問
合
せ
・
申
込
先　

役
場
総
務

　

課
Ａ
Ｅ
Ｄ
講
習
会
担
当

平
成
２７
年
度　

美
浦
村
職
員
募
集

平
成
２７
年
度
採
用
の
村
職
員
を
募
集
し
ま
す
。
採
用
試
験
等
に
つ
い
て
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

Ａ
Ｅ
Ｄ
講
習
会
の

ご
案
内

第３２回地区対抗
混合バレーボール大会

ふれあいハイキング開催

第３２回美浦村民ゴルフ大会

地区対抗ソフトボール大会

この季節、体を動かすときは

定期的な水分補給を忘れずに！
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村
で
は
、
昭
和
５６
年
５
月
３１
日

以
前
に
着
工
さ
れ
た
木
造
住
宅
の

耐
震
診
断
を
希
望
さ
れ
る
所
有
者

等
に
、
専
門
の
知
識
を
持
つ
「
耐

震
診
断
士
」
を
派
遣
し
ま
す
。

◇
申
込
方
法　

木
造
住
宅
耐
震
診

断
士
に
よ
る
耐
震
診
断
を
ご
希

望
の
方
は
、
木
造
住
宅
耐
震
診

断
士
派
遣
申
請
書
（
役
場
都
市

建
設
課
窓
口
ま
た
は
村
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
に
あ
り
ま
す
）
に
必
要

事
項
を
記
入
の
上
、
役
場
都
市

建
設
課
ま
で
ご
提
出
く
だ
さ
い
。

◇
費
用　

一
戸
あ
た
り
３
７
８
０

円
（
個
人
負
担
分
）

◇
申
込
期
限　

９
月
３０
日（
火
）

※
診
断
は
１１
月
頃
に
実
施
の
予
定
。

◇
問
合
せ　

役
場
都
市
建
設
課

　

頭
を
強
く
ぶ
つ
け
た
り
、
脳
卒

中
等
の
病
気
で
倒
れ
た
後
に
「
新

し
い
こ
と
が
覚
え
ら
れ
な
い
」「
人

が
変
わ
っ
た
」「
今
ま
で
と
違
う
」

等
を
感
じ
た
ら
、
高
次
脳
機
能
障

害
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
高
次
脳
機

能
障
害
は
外
見
か
ら
は
分
か
り
づ

ら
く
、
周
り
か
ら
見
過
ご
さ
れ
た

り
、
本
人
も
気
づ
か
な
い
こ
と
が

あ
り
ま
す
。

　

県
立
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
セ

ン
タ
ー
で
は
、
専
任
の
支
援
コ
ー

デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
に
よ
る
相
談
、
自

立
訓
練
、
就
労
移
行
支
援
等
、
身

体
障
害
者
や
高
次
脳
機
能
障
害
者

対
象
の
訓
練
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

◇
問
合
せ　

県
立
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー

シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
（
高
次
脳
機

能
障
害
者
支
援
相
談
専
用
）
☎

０
２
９
６

－

７
８

－

２
６
０
５

　

稲
敷
広
域
消
防
本
部
で
は
、
平

成
２５
年
中
に
、
熱
中
症
の
傷
病
者

を
過
去
最
高
の
１
６
２
人
搬
送
し

ま
し
た
。
こ
の
う
ち
、
５７
人
が
中

等
症
以
上
と
診
断
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

特
に
高
齢
者
や
子
ど
も
は
体
温

調
節
が
十
分
で
は
な
い
の
で
注
意

が
必
要
で
す
。
熱
中
症
の
ピ
ー
ク

は
７
月
〜
８
月
で
す
が
、
そ
れ
以

降
も
残
暑
に
よ
り
発
症
の
恐
れ
が

高
い
の
で
、
熱
中
症
予
防
の
ポ
イ

ン
ト
を
守
っ
て
元
気
に
夏
を
過
ご

し
ま
し
ょ
う
！

【
熱
中
症
の
予
防
法
】

・
日
傘
や
帽
子
を
使
用
す
る

・
日
陰
を
利
用
す
る

・
水
分
を
こ
ま
め
に
と
る

・
涼
し
い
服
装
を
す
る

・
こ
ま
め
に
休
憩
を
と
る

◇
問
合
せ　

稲
敷
広
域
消
防
本
部

救
急
課
☎
０
２
９
７

－
６
４

－

３
８
４
６

　

毎
日
の
生
活
に
欠
く
こ
と
の
で

き
な
い
道
路
の
大
切
さ
を
知
っ
て

い
た
だ
く
と
と
も
に
、
通
学
・
歩

行
者
自
動
車
交
通
等
の
安
全
を
確

保
す
る
た
め
、
次
の
日
程
で
一
緒

に
道
路
清
掃
活
動
を
し
て
い
た
だ

け
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
募
集
し
ま

す
。
村
と
村
民
が
協
働
し
て
身
近

な
生
活
環
境
を
改
善
し
、「
人
と
自

然
が
輝
く
」
美
浦
村
の
ま
ち
づ
く

り
に
参
加
し
て
み
ま
せ
ん
か
。
多

く
の
参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

＊
な
お
、
当
日
作
業
を
行
う
に
あ

　

た
り
傷
害
保
険
に
加
入
し
ま
す

　

の
で
、
参
加
を
ご
希
望
の
方
は

　

事
前
に
電
話
ま
た
は
役
場
都
市

　

建
設
課
窓
口
に
て
お
申
込
み
く

　

だ
さ
い
。

◇
日
時　

８
月
２
日（
土
）午
前
７

時
１５
分
集
合
（
作
業
時
間

：

午

前
７
時
３０
分
〜
１１
時
３０
分
）

＊
雨
天
の
場
合
は
中
止
と
い
た
し

ま
す
。

◇
集
合
場
所　

美
浦
村
役
場
正
面

玄
関
前

◇
募
集
対
象　

村
内
に
居
住
し
て

い
る
１８
歳
以
上
の
方

◇
作
業
内
容　

村
道
の
草
刈
・
小

枝
払
い
・
集
草
作
業

・
刈
払
機
・
の
こ
ぎ
り
・
熊
手
等

を
所
有
さ
れ
て
い
る
方
は
持
参

し
て
く
だ
さ
い
。

・
刈
払
機
等
を
お
持
ち
で
な
い
方

は
、
貸
し
出
し
も
行
い
ま
す
。

・
除
草
作
業
の
場
所
に
つ
い
て
は
、

当
日
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

・
燃
料
は
役
場
都
市
建
設
課
で
用

意
し
ま
す
。

◇
申
込
・
問
合
せ　

役
場
都
市
建

設
課

　

公
開
会
議
な
の
で
、
ど
な
た
で

も
傍
聴
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

◇
日
時　

７
月
１７
日（
木
）午
後
７

　

時
か
ら
（
受
付
時
間

：

午
後
６

　

時
３０
分
〜
６
時
５０
分
）

◇
会
場　

中
央
公
民
館
２
階
会
議
室

◇
そ
の
他　

個
人
情
報
が
含
ま
れ

　

る
も
の
等
、
議
事
に
よ
っ
て
は

　

一
部
非
公
開
と
な
り
ま
す
。

◇
問
合
せ　

村
教
育
委
員
会
学
校

　

教
育
課

木
造
住
宅
の
耐
震
診
断

を
支
援
し
ま
す
！

ご
存
知
で
す
か
？

高
次
脳
機
能
障
害

熱
中
症
に
負
け
な
い

で
！
（
消
防
本
部
）

村
道
草
刈
お
よ
び
小
枝
払
い

作
業
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集

村
教
育
委
員
会
定
例
会

を
傍
聴
し
ま
せ
ん
か

美
浦
村
自
立
支
援
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
　
　
　
　

ホ
ー
プ
開
所
式

文化協会「春の発表会」開催 吉田賢治氏
　　「瑞宝双光章」受章
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【
木
原
健
康
農
園
】

・
区
画
数　

８７
区
画
（
一
区
画
２０

　

㎡
、
水
道
・
駐
車
場
付
）

【
信
太（
南
原
）健
康
農
園
】

・
区
画
数　

１
５
５
区
画
（
一
区

　

画
２０
㎡
、
水
道
・
駐
車
場
付
）

◇
募
集
区
画　

木
原
健
康
農
園
…

　

１
区
画
、
信
太（
南
原
）健
康
農

　

園
…
３９
区
画

◇
入
園
期
間　

申
込
受
付
日
〜
平

　

成
２７
年
３
月
３１
日
ま
で

◇
入
園
料　

一
区
画
２
０
０
０
円

◇
申
込
方
法　

役
場
経
済
課
で
申

　

込
書
を
記
入
の
上
、
入
園
料
を

　

添
え
て
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

◇
受
付
・
問
合
せ　

役
場
経
済
課

　

樹
木
等
が
繁
茂
す
る
季
節
と
な

り
、
道
路
敷
地
内
へ
の
枝
の
張
り

出
し
や
倒
木
に
よ
り
、
通
行
に
支

障
を
き
た
し
て
い
る
と
の
苦
情
が

多
数
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

張
り
出
し
た
枝
等
に
よ
り
事
故

が
生
じ
た
場
合
に
は
、
土
地
所
有

者
の
責
任
が
問
わ
れ
る
こ
と
に
な

り
ま
す
。
土
地
を
所
有
さ
れ
て
い

る
皆
さ
ま
に
は
、
個
人
の
管
理
・

責
任
に
お
い
て
、
事
故
に
繋
が
る

危
険
な
樹
木
の
伐
採
を
さ
れ
る
よ

う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

◇
問
合
せ　

役
場
都
市
建
設
課

◇
職
種　

消
防
吏
員（
地
方
公
務
員
）

◇
試
験
日　

９
月
２１
日（
日
）

◇
試
験
会
場　

龍
ケ
崎
消
防
署
会

議
室（
予
定
）

◇
受
付
期
間　

７
月
２８
日（
月
）〜

８
月
２８
日（
木
）

◇
採
用
予
定
人
数　

若
干
名

◇
採
用
日　

平
成
２７
年
４
月
１
日

◇
受
付
場
所
・
問
合
せ　

稲
敷
広

域
消
防
本
部
総
務
課
☎
０
２
９

７

－
６
４

－

３
７
４
３
（
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジh

ttp
://w
w
w
.in
ash

　

ik
i-k
o
u
ik
i.jp
/

）

◇
日
時　

８
月
３
日（
日
）午
前
１０

時
〜
午
後
２
時
３０
分

◇
内
容　

人
工
肛
門
･
人
工
ぼ
う

こ
う
の
方
の
勉
強
会

＊
装
具
の
展
示
・
相
談
あ
り
ま
す
。

◇
会
場　

牛
久
市
中
央
生
涯
学
習

セ
ン
タ
ー
（
牛
久
市
柏
田
町
１

６
０
６

－

１
）

＊「
か
っ
ぱ
号
」運
動
公
園
行
き

＊
駐
車
場
あ
り
ま
す
。

◇
参
加
費　

１
０
０
０
円
（
資
料
、

お
弁
当
代
他
）

◇
申
込
締
切　

７
月
２８
日（
月
）

◇
申
込
･
問
合
せ　

公
益
社
団
法

人
日
本
オ
ス
ト
ミ
ー
協
会
茨
城

県
支
部（
山
之
内
）☎
０
２
９
７

－

６
２

－
７
４
６
３

◇
受
験
資
格　

平
成
２６
年
４
月
１

日
に
お
い
て
高
等
学
校
卒
業
後

２
年
以
内
の
方
お
よ
び
平
成
２７

年
３
月
ま
で
に
高
等
学
校
を
卒

業
す
る
見
込
み
の
方
（
平
成
２６

年
４
月
１
日
に
お
い
て
中
学
卒

業
後
２
年
以
上
５
年
未
満
の
方

も
受
験
可
）

◇
受
付
期
間　

７
月
１５
日（
火
）〜

２４
日（
木
）ま
で

＊
当
日
消
印
有
効
。

◇
申
込
方
法　

申
込
書
を
必
ず
簡

易
書
留
郵
便
で
提
出
す
る
こ
と
。

◇
第
１
次
試
験　

９
月
１４
日（
日
）

◇
第
２
次
試
験　

１０
月
中
〜
下
旬

◇
問
合
せ
・
申
込
先　

水
戸
地
方

　

裁
判
所
事
務
局
総
務
課
人
事
第

　

一
係
☎
０
２
９

－

２
２
４

－

８

　

４
２
１
（
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジh

ttp
:

　

//w
w
w
.co
u
rts.g
o
.jp
/

）

　

茨
城
県
司
法
書
士
会
で
は
、「
司

法
書
士
の
日
」
を
記
念
し
た
無
料

相
談
会
を
実
施
し
ま
す
。

◇
日
時　

８
月
４
日（
月
）午
前
９

時
〜
午
後
５
時

◇
相
談
会
場　

茨
城
県
内
の
各
司

法
書
士
事
務
所

◇
相
談
内
容　

相
続
、
贈
与
、
会

社
等
の
相
談
、
お
よ
び
関
連
す

る
不
動
産
・
法
人
登
記
の
相
談

◇
相
談
料　

無
料

◇
申
込
先　

事
前
に
各
司
法
書
士

事
務
所
に
お
申
込
み
く
だ
さ
い
。

◇
問
合
せ　

茨
城
司
法
書
士
会
☎

０
２
９

－

２
２
５

－

０
１
１
１

稲
敷
広
域
消
防
吏
員

募
集

◇使用機器
　学校：クリアパルス　Ａ２７００
　役場：日立アロカメディカル　ＴＣＳ―１７２Ｂ
◇測定放射線　γ線

（単位：μＳｖ/ｈ）

木原小学校

測定日６月１６日

測定日６月１６日

測定日６月１６日

測定日６月１６日

測定日６月１６日

安中小学校

大谷小学校

美浦中学校

美浦村役場

校庭（地上高５０㎝）

校舎内

０．０９１

０．０７９

０．１１４

０．０６９

０．０９８

０．０６４

０．１０５

０．０７５

校庭（地上高５０㎝）

校舎内

校庭（地上高５０㎝）

校舎内

校庭（地上高１ｍ）

校舎内

駐車場（地上高１ｍ）

庁舎内

０．１０

０．０８

村内小・中学校、
　美浦村役場の放射線量率
村内小・中学校、
　美浦村役場の放射線量率

平
成
２６
年
度
健
康
農

園
入
園
者
募
集

木原祇園祭木原祇園祭

７月１９日（土）
　　２０日（日）
７月１９日（土）
　　２０日（日）

（５月１日～３１日）

５月３１日現在死者ゼロ継続９０日

発生件数

負傷者数

死者数

３

３

０

年累計
（　１６　）

（　１７　）

（　　１　）

村の交通事故発生状況村の交通事故発生状況

平
成
２６
年
度
裁
判
所
職
員

一
般
職
試
験
（
高
卒
者
）

道
路
上
に
張
り
出
し
て
い

る
樹
木
等
伐
採
の
お
願
い

司
法
書
士
に
よ
る

無
料
法
律
相
談

オ
ス
ト
ミ
ー
講
習
会

保
険
料
の
軽
減
措
置

保
険
料
の
納
付
相
談
に
つ
い
て
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被
保
険
者
証（
保
険
証
）の
更
新
と

　
　
　

保
険
料
の
算
定
・
納
め
方
の
お
知
ら
せ

医
療
機
関
で
の

　
　

医
療
費
の
自
己
負
担
割
合

限
度
額
適
用
・
標
準
負
担
額

　
　
　
　

減
額
認
定
証
の
更
新

　

村
で
は
、
住
民
課
窓
口
業
務
の

「
時
間
延
長
サ
ー
ビ
ス
」
お
よ
び

「
電
話
予
約
に
よ
る
証
明
書
等
の

休
日
交
付
」
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

業
務
内
容
が
通
常
と
は
異
な
り
ま

す
の
で
、
ご
利
用
の
際
は
電
話
等

で
事
前
に
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

◎
住
民
課
窓
口
時
間
延
長
サ
ー
ビ
ス

　

毎
月
第
２
・
第
４
水
曜
日
に
実

施
し
て
い
ま
す
。（
祝
日
・
年
末
年

始
を
除
く
）

◇
７
月
・
８
月
の
実
施
日
時

　

７
月
９
日
・
２３
日
、
８
月
１３
日

　

・
２７
日
午
後
５
時
１５
分
〜
７
時

◇
取
扱
業
務　

各
種
証
明
書
（
住

　

民
票
・
戸
籍
の
証
明
書
・
印
鑑

　

登
録
証
明
書
）
の
発
行
、
印
鑑

　

登
録
、
パ
ス
ポ
ー
ト
の
交
付
、

　

戸
籍
届
書
の
預
か
り
（
審
査
・

　

受
理
決
定
は
後
日
）

＊
転
入
・
転
出
・
転
居
等
の
住
民

　

登
録
業
務
は
取
扱
い
で
き
ま
せ

　

ん
。
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

　

住
民
票
の
写
し
と
印
鑑
登
録
証

　

明
書
は
、
事
前
に
平
日
の
午
前

　

８
時
３０
分
か
ら
午
後
５
時
ま
で

　

に
電
話
予
約
し
た
も
の
を
、
土

　

日
・
祝
日
の
役
場
閉
庁
時
に
受

　

け
取
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

＊
ご
予
約
の
際
は
必
ず
、
証
明
書

　

を
受
け
取
り
に
い
ら
っ
し
ゃ
る

　

方
が
直
接
お
電
話
く
だ
さ
い
。

　
　

・
・
・
・
・
・
・
・
・

◇
問
合
せ　

役
場
住
民
課

　

事
前
予
約
は
不
要
で
す
。

◇
期
日　

７
月
１９
日（
土
）午
後
１

　

時
〜
４
時

◇
会
場　

江
戸
崎
公
民
館（
稲
敷
市
）

◇
内
容　

相
続
・
遺
言
、
営
業
許

　

可
・
法
人
設
立
、
農
地
法
、
国

　

・
公
有
地
の
払
下
げ
、
国
籍
・

　

帰
化
等

◇
問
合
せ　

茨
城
県
行
政
書
士
会

　

県
南
支
部
☎
０
２
９
７

－

６
４

　

－

１
８
５
０

 

常
陽
銀
行
顧
問
の
社
会
保
険
労

務
士
が
、
無
料
で
ご
相
談
に
応
じ

ま
す
。（
要
予
約
）

◇
期
日　

７
月
１６
日（
水
）午
前
１０

　

時
〜
午
後
３
時

◇
場
所　

常
陽
銀
行
美
浦
支
店

◇
予
約
・
問
合
せ　

常
陽
銀
行
美

　

浦
支
店
☎
８
８
５

－

２
９
１
５

　

扇
風
機
と
エ
ア
コ
ン
を
併
用
し

て
、
快
適
に
過
ご
し
ま
し
ょ
う
。

　

扇
風
機
は
エ
ア
コ
ン
の
普
及
と

と
も
に
、
そ
の
役
割
を
大
き
く
変

え
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。
エ
ア
コ

ン
の
冷
気
を
扇
風
機
で
部
屋
中
に

循
環
さ
せ
る
こ
と
で
、
体
感
温
度

（
肌
で
感
じ
る
温
度
）を
下
げ
、
い

っ
そ
う
涼
し
く
感
じ
ら
れ
ま
す
。

　

季
節
の
変
わ
り
目
等
に
は
点
検

を
お
願
い
し
ま
す
。

◇
問
合
せ　

一
般
社
団
法
人
日
本

電
気
工
業
会
扇
風
機
専
門
委
員

会
☎
０
３

－

３
５
５
６

－

５
８

８
７

〔
社
会
福
祉
協
議
会
へ
〕

○
絵
手
紙
同
好
会
彩
様　

古
切
手

○
J
R
A
美
浦
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
・

　

セ
ン
タ
ー
様　

古
切
手

○
美
保
会
様　

古
切
手
・
使
用
済

　

プ
リ
ペ
イ
ド
カ
ー
ド　
　
　

○
匿
名
希
望
２
件　

古
切
手
・
使

　

用
済
プ
リ
ペ
イ
ド
カ
ー
ド

〔
善
意
銀
行
へ
〕

○
協
同
組
合
聖
苑
香
澄
売
店
様

　

３
万
円

○
美
浦
歌
謡
連
盟
様

　

３
万
７
８
５
０
円

　

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

教育相談

＊相談日以外は留守番電話又はＦＡＸで

事前連絡のうえお出かけください

日時 毎週水・木曜日
（電話受付　火～金）
午前９：００～１２：００
午後１：００～３：３０

電話相談 ☎・　８８５－７７８８ＦＡＸ

弁護士による法律相談

＊事前に申込みをされていない方は、
　お待ちいただく場合があります。

心配ごと相談

会場・申込先
　老人福祉センター☎８８５－７０８０
主　　催　美浦村社会福祉協議会

日時

７月の納税

＊８月１日（金）午前８：３０より申込受付

日時 ８月２７日（水）
午後１：３０～４：００

固 定 資 産 税

介 護 保 険 料

後期高齢者医療保険料

（２期）

（１期）

（１期）

＊納期限は７月３１日（木）です。

障がい者相談

行政相談

国の仕事のこと等で困ったときは
ご相談ください（予約不要）

身体・知的障がい者やご家族の悩み事等
何でもご相談に応じます（予約不要）

日時

場所

７月１４日（月）
午前１０：００～１２：００
役場２階小会議室

日時

場所

６月１６日（月）
午後１：００～３：００
老人福祉センター

来所相談 光と風の丘公園クラブハウス

問合せ先　役場福祉介護課

８月４日（月）・１８日（月）
午後１：００～３：００

平
日
住
民
課
窓
口
に

来
ら
れ
な
い
方
へ

◎
住
民
票
の
写
し
・
印
鑑
登
録
証

明
書
の
休
日
交
付（
電
話
予
約
）

　

善　
　

意

行
政
書
士
無
料
相
談
会

常
陽
銀
行
無
料
年
金
相
談

扇
風
機
で
快
適
ラ
イ
フ



美しい所作を通して学ぶのは…
　他人を思いやり、感謝する心
　　　　( みほ文化講座「裏千家茶道」にて )

協賛：非核平和美浦村宣言推進協議会協賛：非核平和美浦村宣言推進協議会

【開催場所】美浦村中央公民館２階視聴覚室【開催場所】美浦村中央公民館２階視聴覚室

【題材】峠三吉作「原爆詩集」から
　　　　特攻隊遺書・遺稿から　　他
【題材】峠三吉作「原爆詩集」から
　　　　特攻隊遺書・遺稿から　　他

【参加料】無料【参加料】無料

【定員】４０名　※事前申込みは不要です。【定員】４０名　※事前申込みは不要です。

主催：美浦の女性活動を未来に繋ぐ会「結」主催：美浦の女性活動を未来に繋ぐ会「結」
《問合せ》代表山岡　☎８８５－０６２７《問合せ》代表山岡　☎８８５－０６２７《問合せ》代表山岡　☎８８５－０６２７

開催日時：８月９日（土）午前１０時 ～ 正午　朗読：加奈氏開催日時：８月９日（土）午前１０時 ～ 正午　朗読：加奈氏

　私たちは今、当たり前のように平和の中で暮らしていますが、世界に目を向け
ると今でも戦争・紛争・騒乱等の中で必死に生きる人々がたくさんいます。
　この夏、平和というものの尊さを、朗読会を通して噛みしめてみませんか。

　私たちは今、当たり前のように平和の中で暮らしていますが、世界に目を向け
ると今でも戦争・紛争・騒乱等の中で必死に生きる人々がたくさんいます。
　この夏、平和というものの尊さを、朗読会を通して噛みしめてみませんか。

非核平和のイベントを実施します非核平和のイベントを実施します非核平和のイベントを実施します

〈平成２６年６月１日現在の人口と世帯数〉 男８,５６９　女８,１８７　計１６,７５６（前月比－２８）世帯数６,８１８（前月比－１）

広報みほ（№６２８・平成２６年７月号）
 ■編集・発行／美浦村役場　〒３００－０４９２ 茨城県稲敷郡美浦村受領１５１５　ＴＥＬ０２９（８８５）０３４０　ＦＡＸ （８８５）４９５３

しています。

再生紙を使用

平和を願う朗読会平和を願う朗読会

◇◆◇◆◇ 非核平和美浦村宣言推進協議会 ◇◆◇◆◇

　核兵器のない平和な世界は、私たちすべての願いです。村では、昭和６３年に「非核平和美浦村宣言」
を行いました。以来、非核平和美浦村宣言推進協議会を設置し、継続して非核平和パネル展や小学生
の親子を広島市の平和記念式典に派遣する等の活動を行っており、今年も実施します。
　この機会にもう一度、平和の尊さについて考えてみましょう。

◇非核平和パネル展

　【展示期間】　８月１日（金）～１５日（金）

　【展示場所】　美浦トレーニング・センター厚生会館、中央公民館

◇広島市平和記念式典参列への派遣

　【派遣日程】　８月５日（火）～７日（木）※小学生親子３組等を派遣、千羽鶴奉呈

◎問合せ　役場総務課　☎８８５－０３４０内線２０５
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